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　「
首
相
、
28
日
解
散
」「
総
選
挙
、
10
月
22
日
を
軸
に
」

―
先
月
某
日
、
朝
刊
一
面
に
活
字
が
踊
っ
た
。
い
ま
思

え
ば
、
こ
れ
が
野
党
再
編
の
大
激
震
を
告
げ
る
号
砲
だ

っ
た
。

　
こ
の
時
、日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
優
先
事
項
と
し
て
、

安
倍
改
造
内
閣
の
主
要
閣
僚
や
民
進
党
の
新
執
行
部
を

ゲ
ス
ト
に
呼
ぶ
交
渉
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
し
か
し
解

散
を
う
け
、
国
政
選
挙
の
定
番
で
あ
る
当
ク
ラ
ブ
主
催

の
党
首
討
論
会
の
準
備
に
切
り
替
え
た
。

　
こ
の
党
首
討
論
会
は
公
示
日
前
日
の
開
催
が
慣
例
だ

が
、
今
回
は
公
示
日
が
新
聞
休
刊
日
に
あ
た
り
、
慣
例

通
り
に
実
施
す
る
と
、
討
論
会
の
内
容
が
翌
日
の
朝
刊

に
掲
載
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
日
程
を
１
日

前
倒
し
て
異
例
の
日
曜
開
催
と
な
っ
た
。

　「
異
例
」は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
小
池
百

合
子
都
知
事
を
代
表
と
す
る「
希
望
の
党
」結
党
、
民

進
党
の「
希
望
の
党
」へ
の
合
流
…
政
党
の
誕
生
、
消

沈
が
連
鎖
反
応
の
よ
う
に
起
こ
り
、
党
首
討
論
会
に
誰

が
出
席
す
る
の
か
直
前
ま
で
未
確
定
と
い
う
前
代
未
聞

の
状
況
に
な
っ
た
。
特
に「
希
望
の
党
」は
当
初
、
交

渉
の
窓
口
役
も
分
か
ら
ず
、
当
ク
ラ
ブ
の
会
見
に
来
た

小
池
代
表
本
人
に
直
接
依
頼
し
参
加
の
確
約
を
取
り
付

け
た
。

　
こ
の
原
稿
の
締
め
切
り（
10
月
１
日
）時
点
で
も
状

況
は
ま
だ
流
動
的
だ
。
こ
の
会
報
が
届
く
10
月
中
旬
に

は
、
熱
気
を
帯
び
た
党
首
討
論
会
が
成
功
裏
に
終
わ
っ

て
い
る
は
ず
だ
。�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

解
散
・
総
選
挙
か
ら
政
界
激
変
へ

党
首
討
論
会
、
異
例
の
日
曜
開
催

短期決戦
急きょ走り出した総選挙。「もう待てない」と、22日投開票を前提に解散前から選挙ポスター
掲示板の製作が始まっていた＝9月23日、長野県千曲市「シナノスクリーン工芸」

撮影：福島　範和（産経新聞東京本社写真報道局）
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個
人
Ｄ
会
員
の
入
会
数
が
急
増

今
年
度
半
年
で
昨
年
１
年
を
上
回
る

　
記
者
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
す
る
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
個
人
Ｄ
会
員
総
数
は
９
月
末
現
在

で
８
３
２
人
だ
が
、
過
去
10
年
間
で
毎
年

平
均
で
17
人
ず
つ
減
少
を
続
け
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
ク
ラ
ブ
の
財
政
基
盤

に
も
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
の
懸
念

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
個
人
Ｄ
会
員
を
増
や
す
た

め
に
、
今
年
４
月
に
月
会
費
を
６
１
０
０

円
か
ら
５
０
０
０
円
に
値
下
げ
し
た
。
さ

ら
に
加
盟
各
社
の
社
報
な
ど
を
通
じ
て
、

改
め
て
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
り
、

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
入

会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
き
た
。

　
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
４
月
の
値
下
げ

以
来
、
半
年
間
の
個
人
Ｄ
会
員
の
入
会
数

が
34
人
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
昨
年
度

の
Ｄ
会
員
の
年
間
入
会
者
数
は
、
31
人
だ

っ
た
。
つ
ま
り
、
今
年
度
は
半
年
間
で
、

昨
年
１
年
分
の
入
会
者
数
を
上
回
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　
何
人
か
の
新
会
員
に
入
会
の
動
機
を
聞

い
た
。

　「
政
治
の
動
き
が
急
で
ニ
ュ
ー
ス
を
読

ん
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ク
ラ
ブ
の
会

見
で『
時
代
の
行
方
』を
直
接
感
じ
た
か

っ
た
」「
退
社
後
、
自
分
で
取
材
を
は
じ
め

た
が
、
会
社
の
看
板
が
な
い
と
簡
単
に
は

取
材
対
象
か
ら
直
接
話
を
聞
け
な
い
。
会

見
参
加
は
貴
重
な
機
会
」「
勉
強
会
、
同
窓

会
な
ど
の
会
合
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る

か
ら
」

　
ま
た
、「
経
済
、
文
化
関
係
の
ゲ
ス
ト

を
も
っ
と
呼
ん
で
ほ
し
い
」「
前
川
喜
平
・

前
文
科
事
務
次
官
の
会
見
で
は
、
緊
張
感

あ
る
質
疑
応
答
の
場
面
に
立
ち
会
え
、
現

程
を
終
え
、
１
日
に
帰
国
し
た
。

　
今
回
の
取
材
団
の
テ
ー
マ
は「
ト
ラ
ン

プ
政
権
と
米
国
メ
デ
ィ
ア
」で
、
９
社
11

人
が
参
加
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
津
山
恵
子
さ
ん
も
案
内
役
と

し
て
取
材
団
に
加
わ
っ
た
。

　
取
材
団
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
厳
し
い

視
線
を
向
け
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙

の
本
社
を
訪
れ
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
バ
ー
編

集
局
長
ら
編
集
幹
部
と
会
見
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
ば
か
り
の
ニ
ュ
ー
ズ
ル
ー
ム

も
視
察
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
ル
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
の
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
担
当
記
者
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
の

ネ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
共
和
党
、

民
主
党
の
下
院
議
員
な
ど
に
も
会
っ
た
。

　
取
材
団
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
は
、
来

月
号
で
詳
報
す
る
。�

（
土
生
修
一
）

訪
米
取
材
団
が
全
日
程
終
了

　
９
月
24
日
か
ら
１
週
間
に
わ
た
り
、
米

国
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
て
い
た
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
の
米
国
取
材
団（
団
長
＝
杉
田
弘

毅
・
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長
）が
全
日

取材に応じてくれたテッド・ヨーホー米共和党下
院議員（アジア太平洋小委員長）＝9.26

役
時
代
を
思
い
出
し
た
」な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。

　
事
務
局
と
し
て
は
、
今
後
、
読
書
、
執

筆
し
や
す
い
ラ
ウ
ン
ジ
改
良
や「
呼
ん
で

ほ
し
い
ゲ
ス
ト
」の
投
票
箱
設
置
な
ど
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て「
よ
り
使
い
勝

手
の
よ
い
ク
ラ
ブ
」を
め
ざ
す
改
善
を
検

討
中
。

　
現
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
先
輩
、
同
僚
、

後
輩
に
入
会
を
こ
れ
か
ら
も
広
く
呼
び
掛

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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伊佐進一・衆院議員／アミラ・ハス・イ
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９ 月のクラブゲスト� ⃝ゲスト全員の会見リポートはクラブのウェブサイトで読めます⃝

伊
い

佐
さ

　進
しん

一
いち

　衆議院議員

　東大で航空宇宙工学を学び科技
庁へ。駐中国大使館での勤務経験
もある。「日中関係はエモーショ
ナルからシステムになるべき。関
係悪化しても科学交流だけは途切
れなかった。重視すべき分野」。
科学研究で日本が中国に凌駕され
ている現実もデータで提示した。

■9・8（金）記者会見「科学技術と日中交流」／司会：坂東賢治
委員／出席：40人

アミラ・ハス　イスラエル人ジャーナリスト

　イスラエル・ハーレツ紙占領地
特派員として93年からガザとヨル
ダン川西岸で取材。「パレスチナ
は、外交官や政治家の言葉と現実
にギャップがあり、国際メディア
もそれを助長している」と厳しく
指摘。「ガザと西岸は切り離され、
住民は一体感を持ちえていない」

■9・19（火）囲む会／司会：杉田弘毅委員／通訳：宇尾真理
子／出席：41人

ロヒンギャ難民支援の日赤医療関係者

横
よこ

江
え

　正
まさ

道
みち

　医師（右）　矢
や

野
の

　佐
さ

知
ち

子
こ

　看護師

　ロヒンギャ避難民が多く流
入するバングラデシュ南部に
入った日赤医療チーム先遣隊
が帰国翌日に会見。「避難民の
増加が尋常でない。明日の予
測も困難。自然災害支援との
違いを目の当たりにした」（横
江）「診療と共に、女性や子ど

もたちの心のケアが必要だと強く感じた」（矢野）
■9・27（水）記者会見／司会：宮田一雄会員／出席：41人

フランセス・フィッツジェラルド　 
アイルランド副首相兼企業・イノベーション大臣

　「英国のEU離脱はアイルランド
にとってチャンス」。英語を母語
とし、同じような法体系を持ち経
済が安定している同国への関心が
高まっていると言う。大筋合意し
た日EUのEPAで「日本からの輸
出の７割で関税が下がる。農産品、
医薬品などが伸びるのでは」。

■9・29（金）記者会見／司会：鶴原徹也委員／通訳：宇尾真
理子／出席：30人

馬
M a

立
L i cheng

誠　元人民日報論説委員

　一緒に来日した識者らと国交正
常化45年当日に会見。歴史問題を
繰り返し持ち出す中国を批判した
論文から15年。「戦術的実利ではな
く深い相互理解の関係を」と訴え
る。親日家は肩身が狭い？との質
問に「中国嫌いの日本人よりも日
本嫌いの中国人の方が少ない」と。

■9・29（金）記者会見／司会：坂東賢治委員／通訳：大森喜
久恵／出席：61人

ダグ・ハディックス　米調査報道記者・編集者協会
（IRE）事務局長　　　　　　

■9・5（火）記者会見「米国の調査報道」／司会：奥山俊宏朝日
新聞社編集委員／通訳：宇尾真理子／出席：67人

河
こう

野
の

　洋
よう

平
へい

　元衆議院議長

■9・20（水）記者会見／司会：倉重篤郎委員／出席：110人

木
き

内
うち

　登
たか

英
ひで

　前日銀政策委員会審議委員

■9・22（金）記者会見／司会：福本容子委員／出席：68人

ハンス・カール・フォン・ヴェアテルン　 
駐日ドイツ大使

■9・25（月）「連邦議会選挙後のドイツ」司会：倉重篤郎委員
／通訳：ベアーテ・フォン・デア・オステン／出席：42人

阪
さか

田
た

　恭
やす

代
よ

　神田外語大学教授

■9・25（月）シリーズ企画「北朝鮮の核とミサイル」⑧／司
会：山本勇二委員／出席：81人

程
Cheng

永
Yonghua

華　駐日中国大使

■9・26（火）昼食会／司会：西村陽一企画委員長／代表質
問：坂東賢治委員／出席：101人

小
こ

池
いけ

　百
ゆ

合
り

子
こ

　東京都知事・希望の党代表

■9・28（木）記者会見／司会：瀬口晴義委員／出席：313人

　
会
見
余
話

●「
息
子
に
言
及
し
づ
ら
い
」と
苦
笑

　
日
中
友
好
に
長
年
、
関
与
し
て
き
た
河
野
洋
平

元
衆
議
院
議
長
が
登
壇
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
日
中
関
係
だ
っ
た
が
、
国
会
解
散
の

見
通
し
が
一
気
に
強
ま
っ
た
時
期
だ
っ
た
の
で
、

控
室
で
は
、「
こ
ん
な
時
期
に
私
の
話
を
聞
き
に

来
る
記
者
は
い
る
ん
で
す
か
ね
え
」。
し
か
し
、

会
場
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
も
並
び
、
出
席
者
も
１
０

０
人
を
超
え
た
。

　
80
歳
と
は
思
え
な
い
若
々
し
く
良
く
通
る
声

で
、
現
政
権
に
つ
い
て
苦
言
を
呈
し
た
。

　
た
だ
、
質
疑
応
答
で
は
、
息
子
で
あ
る
河
野
太

郎
外
相
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
、「
言

及
し
づ
ら
い
で
す
ね
」と
苦
笑
し
た
。

●
外
国
人
ゲ
ス
ト
が
続
々
登
場

　
こ
の
と
こ
ろ
、
外
国
人
ゲ
ス
ト
の
割
合
が
増
え

て
い
る
。

　
９
月
は
12
件
の
う
ち
、
外
国
人
ゲ
ス
ト
は
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
フ
イ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
副
首
相
を
含

め
６
人
と
な
り
半
数
を
占
め
た
。
10
月
も
す
で
に

６
人
の
外
国
人
ゲ
ス
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
内
容
も
、
チ
リ
の
元
大
統
領
、
独
仏
中
の
駐
日

大
使
な
ど
と
多
彩
だ
。
変
わ
り
種
と
し
て
は
、
自

動
車
衝
突
予
防
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
で
世
界
的

に
有
名
な
イ
ス
ラ
エ
ル
の「
モ
ー
ビ
ル
ア
イ
」社

の
共
同
創
業
者
も
登
場
。

下記のゲストの会見リポートは
4～７ページに掲載しています

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34890/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34922/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34937/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34931/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34925/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34918/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34924/report
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ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
就
任
以
来
、
米

メ
デ
ィ
ア
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス（
偽
の

ニ
ュ
ー
ス
）と
い
う
批
判
や
政
治
権
力
に

よ
る
圧
力
と
い
っ
た
事
態
に
翻
弄
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
渦
中
に
あ
る
米
調
査
報
道
記

者
・
編
集
者
協
会（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
）の
ダ
グ
・

ハ
デ
ィ
ッ
ク
ス
事
務
局
長
は「
と
に
か
く

リ
ア
ル
ニ
ュ
ー
ス（
真
実
の
ニ
ュ
ー
ス
）

に
集
中
す
る
こ
と
が
重
要
」な
ど
と
語
っ

た
。「
一
強
多
弱
」と
い
わ
れ
る
政
治
状

況
の
中
、
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
日
本
の

報
道
現
場
に
も
示
唆
に
富
む
会
見
だ
っ

た
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｅ
は
調
査
報
道
を
支
援
す
る
米
国

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
１
９
７
５
年
に
設
立
さ
れ

た
。
世
界
か
ら
５
５
０
０
人
の
ジ
ャ
ー
ナ

を
、
記
者
が
講
師
と
な
っ
て
伝
授
し
て
い

る
。

　
米
国
の
新
聞
業
界
は
10
年
前
に
比
べ
規

模
や
ス
タ
ッ
フ
が
半
減
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
主
要
紙
だ
け
が
成
長

し
て
い
る
。
そ
ん
な
厳
し
い
環
境
下
で
も

新
聞
、
テ
レ
ビ
界
は「
権
力
を
監
視
し
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
説
明
責
任
）

を
重
視
し
た
調
査
報
道
の
価
値
を
再
発
見

し
て
い
る
さ
な
か
に
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
発
信
や
メ
デ
ィ
ア

を
敵
視
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
報
道
が

ど
う
向
き
合
う
か
に
つ
い
て
は
、
２
つ
の

方
向
性
を
示
し
た
。
１
つ
は
大
統
領
が
何

を
発
信
し
た
か
で
は
な
く
、
具
体
的
な
行

動
を
報
道
す
る
こ
と
。そ
し
て
２
つ
目
は
、

報
道
の
自
由
の
抑
制
に
は
徹
底
し
て
戦
う

こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
の

連
帯
が
重
要
と
訴
え
、「
米
で
は
１
人
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
攻
撃
は
全
て

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
攻
撃
と
の
認
識

が
高
ま
っ
て
い
る
。
連
帯
は
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
希

望
を
感
じ
る
」と
強
調
し
た
。

　
会
見
で
は
、
最
近
の
優
れ
た
調
査
報
道

の
事
例
も
映
像
を
交
え
て
紹
介
。
全
米
で

１
０
０
以
上
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
発
足
し
、
地
方

都
市
で
は
地
方
紙
と
の
新
た
な
競
争
が
起

き
る
一
方
で
、
連
携
す
る
動
き
も
出
る
な

ど
調
査
報
道
の
可
能
性
が
報
告
さ
れ
た
。

神
戸
新
聞
社
東
京
支
社
長
　
村
上
　
早
百
合

関
係
の
重
要
さ
を
理
解
し
な
が
ら
信
頼
で

き
な
い
状
況
を
改
善
す
る
た
め
人
的
交
流

を
盛
ん
に
す
る
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。

　
話
は
北
東
ア
ジ
ア
に
及
び
、
北
朝
鮮
へ

の
制
裁
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
中
国
の

責
任
だ
、
と
い
う
日
本
国
内
の
論
調
を
懸

念
。
最
も
影
響
を
受
け
る
日
中
韓
が
一
体

と
な
っ
て
北
朝
鮮
を
説
得
し
、
同
時
に
中

国
と
米
国
が
北
朝
鮮
の
将
来
を
し
っ
か
り

考
え
る
べ
き
だ
と
持
論
を
展
開
し
た
。

　
来
年
の
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
40
周

年
に
む
け
て「『
日
中
両
国
で
覇
権
問
題

に
つ
い
て
お
互
い
に
考
え
よ
う
』と
中
国

側
に
提
案
す
べ
き
だ
」と
語
っ
た
。

　
質
疑
に
入
っ
て
も
舌
端
は
衰
え
ず
、
冒

頭
解
散
に
つ
い
て「『
で
き
る
だ
け
丁
寧

に
国
民
に
説
明
す
る
』と
言
っ
て
い
た
の

に
、
冒
頭
解
散
す
る
の
は
私
に
は
理
解
で

き
な
い
」と
批
判
。「
権
力
が
自
分
の
都

合
が
良
い
時
に
解
散
す
る
の
は
果
た
し
て

い
い
の
か
議
論
す
べ
き
だ
」と
訴
え
た
。

返
す
刀
で「
国
民
は
国
会
に
対
す
る
怒
り

や
悔
し
さ
を
簡
単
に
は
忘
れ
な
い
。
し
か

し
、
野
党
も
じ
た
ん
だ
を
踏
ん
だ
は
ず
な

の
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
残
念

だ
」と
言
い
、
野
党
の
自
覚
を
促
し
た
。

　
最
後
に「
真
の
民
主
主
義
の
再
生
を
願

う
」と
揮
ご
う
。
そ
の
言
葉
に
ふ
さ
わ
し

い
１
時
間
は
、
短
く
感
じ
ら
れ
た
。

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
渡
辺
　
勉

す
る
意
向
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　
本
人
も
意
識
し
て「
日
中
問
題
な
ど
し

ゃ
べ
っ
て
い
る
場
合
か
ね
と
言
わ
れ
か
ね

な
い
状
況
で
す
が
」と
言
い
つ
つ
、
日
中

国
交
正
常
化
45
周
年
の
話
か
ら
始
め
た
。

　
９
月
８
日
に
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
開

か
れ
た
記
念
式
典
の
前
に
兪
正
声
・
全
国

政
治
協
商
会
議
主
席（
共
産
党
序
列
４

位
）と
面
会
し
た
際「
日
中
間
に
は
複
雑

な
問
題
が
あ
る
。
ボ
ー
ル
は
安
倍
さ
ん
が

持
っ
て
い
る
」と
言
わ
れ
た
こ
と
を
紹
介

し
、「
中
国
側
の
安
倍
政
治
へ
の
懸
念
は

解
消
し
て
い
な
い
」と
い
う
見
方
を
示
し

た
。

　
そ
し
て「
日
中
関
係
で
一
番
心
配
な
の

は
相
互
の
国
民
感
情
だ
」と
指
摘
。
日
中

リ
ス
ト
や
学

者
、
学
生
ら
が

参
加
。
研
修
会

な
ど
を
通
じ
、

デ
ー
タ
を
駆
使

し
た
取
材
方
法

や
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
活

用
法
な
ど
実
践

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

　
ご
意
見
番
の

話
を
聞
く
に
は

絶
好
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
。

北
朝
鮮
が
ミ
サ

イ
ル
実
験
を
繰

り
返
す
中
、
安

倍
晋
三
首
相
が

臨
時
国
会
冒
頭

で
衆
院
を
解
散

ダ
グ
・
ハ
デ
ィ
ッ
ク
ス
　

米
調
査
報
道
記
者
・
編
集
者
協
会（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
）事
務
局
長

リ
ア
ル
ニ
ュ
ー
ス
に
集
中
を

河
野

　洋
平
　
元
衆
議
院
議
長

ご
意
見
番
の
面
目
躍
如

日
中
間
の
交
流
拡
大
を
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今
年
７
月
、
日
銀
の
中
枢
か
ら
２
人
の

“
異
端
児
”が
去
っ
た
。
総
裁
以
下
９
人
で

構
成
す
る
最
高
意
思
決
定
機
関
、
政
策
委

員
会
。
そ
こ
で
２
０
１
２
年
７
月
か
ら
審

議
委
員
を
務
め
、
黒
田
体
制
に
よ
る
異
次

　
大
勢
判
明
か
ら
ま
も
な
く
、
各
国
駐
在

ド
イ
ツ
大
使
の
中
で
い
ち
早
く
会
見
に
臨

み
、
与
党
の
大
幅
議
席
減
と
右
派
政
党
Ａ

ｆ
Ｄ（
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
）の
躍

進
と
い
う
厳
し
い
結
果
に
も
、「
国
民
の

　
限
界
に
達
し
た
時
、
市
場
で
は
国
債
価

格
の
乱
高
下
が
起
こ
り
、
日
本
経
済
が
不

安
定
に
な
る
ば
か
り
か
、
世
界
の
金
融
を

も
揺
さ
ぶ
り
か
ね
な
い
と
警
告
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
軌
道
修
正
に
よ
る
危
機
回

避
は
ま
だ
可
能
か
。

　
木
内
氏
は
、
無
傷
で
の
政
策
正
常
化
は

も
は
や
無
理
だ
と
し
て
も
、
国
債
の
買
い

入
れ
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
、
限
界
と
な
る

時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
、
日
銀
が
看
板
目
標
を
降
ろ

す
こ
と
は
容
易
で
な
い
が
、
物
価
目
標

「
２
％
」を
よ
り
柔
軟
に
扱
う
政
策
へ
の

転
換
は
、
い
ず
れ
あ
り
う
る
と
述
べ
た
。

　
日
銀
の
政
治
か
ら
の
独
立
に
つ
い
て
も

重
い
発
言
が
あ
っ
た
。

　
中
央
銀
行
の
独
立
性
は
単
に
法
律
の
文

言
で
守
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
最
後
は
国

民
か
ら
の
信
頼
が
担
保
に
な
る
。
木
内
氏

は
そ
う
述
べ
た
う
え
で
、
２
％
達
成
時
期

の
予
想
を
た
び
た
び
修
正
し
た
り
、
異
次

元
緩
和
か
ら
脱
却
す
る
際
の
リ
ス
ク
を

「
あ
り
ま
せ
ん
」の
ひ
と
言
で
片
付
け
よ
う

と
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
日
銀
へ
の
信
頼

性
低
下
を
招
い
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
信
頼
性
が
落
ち
た
と
き
、「
日
銀
だ
け

に
任
せ
て
お
い
て
い
い
の
か
と
い
う
意
見

が
出
か
ね
な
い
」。
日
銀
が
ま
さ
に
恐
れ

る
べ
き
事
態
で
は
な
い
か
。

　
企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
　

福
本
　
容
子

足
と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
う
ね
り
に

対
す
る
防
波
堤
と
さ
れ
た
ド
イ
ツ
も
ま
た

大
き
な
試
練
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
失
望
や
大
量
の
難
民
流

入
へ
の
不
安
や
不
満
を
持
つ
人
た
ち
に
対

し
て
政
治
家
や
外
交
官
、
さ
ら
に
は
メ
デ

ィ
ア
が
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
」

　
連
立
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
民
主

党
が
下
野
す
る
方
針
を
示
し
た
た
め
、
キ

リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
と
自
由
民
主

党
、
緑
の
党
の
黒
黄
緑
３
党
に
よ
る「
ジ

ャ
マ
イ
カ
連
立
」の
可
能
性
が
高
い
。「
ど

ん
な
連
立
に
な
ろ
う
と
民
主
主
義
の
理
念

を
追
求
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
国
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
ら
な
い
」と
し
て
今
後
も
欧

州
統
合
や
日
独
協
力
関
係
を
重
視
す
る
姿

勢
を
強
調
し
た
。
た
だ
、
各
党
の
政
策
は

大
き
く
異
な
る
だ
け
に
連
立
交
渉
は
難
航

必
至
で
、
12
月
末
ま
で
か
か
る
の
で
は
な

い
か
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　
４
期
目
の
任
期
を
全
う
す
れ
ば
コ
ー
ル

元
首
相
に
並
ぶ
16
年
の
長
期
政
権
と
な
る

メ
ル
ケ
ル
首
相
だ
が
、
次
の
４
年
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
い
も
の
に
な
り
そ
う

だ
。
駐
日
大
使
と
し
て
３
年
半
、
記
者
ク

ラ
ブ
６
回
目
の“
常
連
”は
、
い
つ
も
の

よ
う
に
明
快
で
丁
寧
な
受
け
答
え
だ
っ
た

が
、
次
の
会
見
も
歯
切
れ
の
良
い
答
弁
が

聞
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
二
村
　
伸

ミ
ス
ト
は
そ
の
１
人
だ
。
会
見
で
は
、
政

策
の
副
作
用
と
し
て
最
も
懸
念
す
べ
き
問

題
に「
国
債
バ
ブ
ル
」を
挙
げ
た
。

　
日
銀
に
よ
る
国
債
の
大
量
購
入
が
長
期

化
す
る
中
、
投
資
家
が
市
場
で
自
由
に
売

買
で
き
る
国
債
の
量
は
極
端
に
細
り
、
価

格
は
か
つ
て
な
い
水
準
ま
で
上
昇
し
て
い

る
。
木
内
氏
は
今
の
購
入
ペ
ー
ス
が
続
け

ば
、
来
年
５
月
に
も
限
界
に
達
す
る
と
の

見
方
だ
。

極
右
・
ネ
オ
ナ
チ
で
は
な
い
」と
も
述
べ
、

懸
念
の
払
拭
に
努
め
た
。

　「
選
挙
結
果
は
驚
き
で
は
な
い
」と
は

い
え
、
い
つ
も
よ
り
表
情
は
硬
か
っ
た
。

反
イ
ス
ラ
ム
や
ユ
ー
ロ
離
脱
を
掲
げ
、
ナ

チ
ス
時
代
の
責
任
を
回
避
す
る
発
言
ま
で

飛
び
出
す
過
激
な
政
党
に
８
人
に
１
人
が

票
を
投
じ
た
事
実
は
衝
撃
で
あ
る
。
旧
東

独
地
域
で
は
得
票
率
が
20
％
を
超
え
、
社

会
民
主
党
を
上
回
る
勢
力
と
な
っ
た
。

　
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ト
ラ
ン
プ
政
権
発

元
金
融
緩
和
に

異
論
を
唱
え
続

け
た
２
人
の
、

任
期
満
了
に
伴

う
退
任
で
あ

る
。

　
野
村
総
合
研

究
所
の
木
内
登

英
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
・
エ
コ
ノ

87
％
が
民
主
主

義
と
欧
州
統
合

を
推
進
す
る
政

党
に
票
を
投
じ

た
」と
し
て
政

府
の
政
策
に
影

響
は
な
い
こ
と

を
強
調
、「
Ａ

ｆ
Ｄ
の
全
員
が

木
内

　登
英
　

前
日
銀
政
策
委
員
会
審
議
委
員

ま
だ
間
に
合
う

日
銀
の
軌
道
修
正

ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・

ヴ
ェ
ア
テ
ル
ン
　
駐
日
ド
イ
ツ
大
使

「
民
主
主
義
」「
開
か
れ
た
国
」は

不
変
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北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
を
め
ぐ
り
対

立
が
激
化
す
る
米
朝
。
米
国
は
軍
事
攻
撃

に
出
る
の
か
対
話
に
転
じ
る
の
か
。
気
鋭

の
国
際
政
治
学
者
は
、
軍
事
攻
撃
も
対
話

も
せ
ず
、
圧
力
を
か
け
続
け
る
こ
と
に
な

る
と
み
る
。

　
北
朝
鮮
は
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、

大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）や
、

日
本
の
上
空
を
通
過
す
る
中
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
２
回
発
射
し
、
さ
ら

に
水
爆
実
験
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
北

朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
は
今
、
沸

点
に
達
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、

「
こ
れ
ま
で
の
脅
威
は
70
～
80
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
で
、来
年
も
さ
ら
に
続
く
だ
ろ
う
」

と
み
て
い
る
。

　
問
題
は
核
弾
頭
搭
載
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
完

成
で
、
建
国
70
周
年
を
迎
え
る
来
年
９
月

９
日
か
朝
鮮
労
働
党
創
立
記
念
日
の
10
月

10
日
に
は
核
戦
略
の
完
成
を
宣
言
す
る
だ

ろ
う
と
予
測
す
る
。

　
北
朝
鮮
が
米
国
な
ど
国
際
社
会
の
圧
力

で
対
話
に
応
じ
る
か
。
北
朝
鮮
で
は
金
日

成
主
席
、
金
正
日
総
書
記
、
そ
し
て
金
正

恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
の
３
代
に
わ
た

り
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
続
け
て
き
た
。

金
正
恩
氏
は
、
核
保
有
国
の
地
位
確
立
を

目
指
し
、
自
ら
の
政
権
の
正
当
性
を
図
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
正
恩
氏
が
Ｉ
Ｃ
Ｂ

Ｍ
の
完
成
ま
で
は
対
話
に
応
じ
る
可
能
性

は
低
い
と
み
て
い
る
。

　
結
局
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
は「
北
風

と
太
陽
」の
よ
う
な
硬
軟
両
面
の
戦
略
が

求
め
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

共
同
通
信
社
客
員
論
説
委
員
　
安
尾
　
芳
典

抑
え
た
よ
う
に
思
え
た
こ
と
だ
。

　
む
し
ろ
発
言
の
中
に
は「
双
方
が
」や

「
互
い
に
」な
ど
両
国
の
立
場
を
共
に
尊

重
す
る
言
葉
が
多
か
っ
た
。「
日
中
関
係

を
重
視
す
る
中
国
の
政
策
は
変
わ
ら
な

　
韓
国
の
延
世
大
学
に
留
学
し
、
米
ジ
ョ

ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
客
員
研
究
員

を
務
め
、
朝
鮮
半
島
の
国
際
政
治
と
安
全

保
障
の
両
分
野
を
専
門
と
す
る
。
こ
の
た

め
安
全
保
障
の
面
で
は「
厳
し
く
ば
っ
さ

り
」と
し
た
分
析
が
必
要
だ
が
、
国
際
政

治
の
観
点
か
ら
は「（
北
朝
鮮
の
核
・
ミ

サ
イ
ル
問
題
で
）何
か
い
い
知
恵
が
な
い

か
」と
考
え
て
お
り
、
２
つ
の
視
線
が
交

差
し
て
い
る
中
で
、答
え
は
な
い
と
い
う
。

返
り
、
経
済
や
社
会
、
人
的
交
流
な
ど
の

面
で
多
く
の
プ
ラ
ス
の
変
化
が
起
き
た
こ

と
を
列
挙
し
た
。
ま
た
中
国
が
提
唱
す
る

「
一
帯
一
路
」構
想
で
の
日
中
協
力
の
発

展
に
期
待
感
を
示
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
両
国
関
係
が「
領
土
問

題
、
歴
史
問
題
、
海
洋
問
題
」な
ど
多
く

の
困
難
に
直
面
し
た
と
も
語
り「
両
国
間

に
必
要
な
の
は
信
頼
と
協
力
で
あ
っ
て
、

猜
疑
と
対
決
で
は
な
い
」と
強
調
し
た
。

　
会
見
を
聞
い
て
感
じ
た
の
は
、
程
大
使

が
日
本
側
を
批
判
す
る
こ
と
を
最
小
限
に

　
こ
れ
に
北
朝

鮮
が
ど
こ
ま
で

耐
え
ら
れ
る
か

が
問
題
と
な
る

だ
ろ
う
、
と
い

う
。
だ
が
北
朝

鮮
は
以
前
よ
り

か
な
り
耐
久
力

が
あ
る
と
も
指

摘
す
る
。

阪
田

　恭
代
　
神
田
外
語
大
学
教
授

「
北
風
と
太
陽
」
の
戦
略
で

対
応
を

程
永
華
　
駐
日
中
国
大
使

日
中
両
国
に
必
要
な
の
は

信
頼
と
協
力

　「『
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に

は
、
ま
た
参
り
ま
し
た
』

と
い
う
よ
う
な
懐
か
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

　
開
口
一
番
そ
う
切
り
出

し
た
程
永
華
大
使
は
、
日

本
に
赴
任
し
て
ま
も
な
く

８
年
と
い
う
歴
代
中
国
大

使
の
日
本
駐
在
記
録
を
更

新
中
だ
。
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
で
の
会
見
も
、
破
格
の

４
回
目
と
な
っ
た
。

　
会
見
で
は
、
ま
ず
赴
任

以
来
の
日
中
関
係
を
振
り

い
」と
訴
え
た
こ
と
も
印
象

的
だ
っ
た
。

　
批
判
ら
し
き
部
分
を
強
い

て
挙
げ
る
な
ら「
一
部
の
人

は
、
な
お
古
い
冷
戦
思
考
で

中
国
に
対
処
し
、
中
国
を
ど

う
牽
制
し
、
ど
う
防
ぎ
止
め

る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考

え
て
い
る
よ
う
に
思
う
」と

触
れ
た
あ
た
り
だ
が
、
日
本

の「
一
部
の
人
」へ
の
苦
言

と
い
う
形
に
と
ど
め
た
。

　
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
中
国

公
船
の
動
き
な
ど
鋭
い
質
問

も
出
た
が
、
程
大
使
は
あ
え
て「
釣
魚
島
」

と
い
う
中
国
側
の
呼
称
は
使
わ
ず「
島
」

と
だ
け
表
現
す
る
に
と
ど
め
、
事
を
荒
立

て
る
こ
と
を
避
け
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア

を
前
に
し
た
外
交
辞
令
か
も
し
れ
な
い

が
、
日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
る
中
、「
半
生
深
く
関
わ
っ
て

き
た
日
中
関
係
を
大
切
に
し
た
い
」と
い

う
程
大
使
自
身
の
率
直
な
気
持
ち
も
込
め

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
加
藤
　
青
延
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そ
れ
は
計
っ
た
よ
う
な
絶
妙
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
。
９
月
28
日
午
後
。
小
池
百

合
子
東
京
都
知
事
は
冒
頭
、
こ
う
切
り
出

し
た
。「
日
に
ち
を
ず
ら
し
た
ら
、
飛
ん

で
火
に
い
る
何
と
か
に
な
っ
た
」

　
記
者
会
見
は
当
初
、
８
月
末
に
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
後
日
、
都
臨
時
会
の
開
会

日
程
が
入
り
、
再
設
定
さ
れ
た
の
が
、
こ

の
日
だ
っ
た
。
前
日
に
は
自
ら
代
表
を
務

め
る
希
望
の
党
が
旗
揚
げ
し
、
当
日
は
会

見
３
時
間
半
前
に
衆
院
が
解
散
さ
れ
た
ば

か
り
。
当
然
な
が
ら
ク
ラ
ブ
の
会
場
を
多

く
の
報
道
陣
が
埋
め
尽
く
し
た
。
最
大
の

焦
点
は
小
池
氏
の
衆
院
選
出
馬
の
可
能
性

だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
小
池
氏
は
質
疑
応
答
に

出
馬
を
完
全
否
定
し
な
か
っ
た
の
も
事
実

だ
。
こ
の
た
め
会
見
後
も
小
池
氏
の
衆
院

選
出
馬
説
は
や
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
筆

者
の
勘
で
は
、
小
池
氏
は
出
馬
説
を
公
示

直
前
ま
で
完
全
否
定
せ
ず
に
メ
デ
ィ
ア
の

注
意
を
引
き
、
結
局
は
都
知
事
に
と
ど
ま

る
戦
略
と
み
て
い
る
の
だ
が
…
。

　
一
方
で
、
小
池
氏
は
安
倍
政
権
へ
の
対

決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
今
回
の
選
挙
で

政
権
奪
取
を
狙
う
か
と
聞
か
れ
る
と「
最

初
か
ら
野
党
を
狙
っ
て
選
挙
に
臨
む
こ
と

は
な
い
」と
言
い
切
っ
た
。
安
倍
晋
三
首

相
が
９
月
解
散
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
は

「
北
朝
鮮
情
勢
が
厳
し
い
中
、
２
０
１
９

年
の
消
費
税
増
税
の
使
い
道
で
信
を
問
う

の
は
お
門
違
い
だ
」と
批
判
。「
加
計
学

園
」疑
惑
に
関
し
て
は「
お
友
達
優
先
の

特
区
や
、
し
が
ら
み
の
中
で
の
改
革
は
改

　
会
見
中
、
民
進
党
が
両
院
議
員
総
会
で

希
望
へ
の「
合
流
」了
承
の
一
報
が
入
る

と
、「
民
進
党
の
前
原
誠
司
代
表
は
大
変

重
い
決
断
を
し
た
」と
評
価
。
同
時
に
、

民
進
党
側
か
ら
の
公
認
申
請
は
個
別
に
精

査
す
る
考
え
も
示
し
た
。

　
会
見
時
間
は
約
70
分
間
に
及
ん
だ
。
都

政
の
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
前
段

で
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
た

が
、
短
め
に
切
り
上
げ
た
。
会
見
前
は
、

都
政
中
心
の
話
に
な
り
国
政
に
は
踏
み
込

ま
な
い
の
で
は
と
危
ぶ
む
向
き
も
あ
っ
た

が
、
杞
憂
だ
っ
た
。「
私
は
オ
ン
と
オ
フ

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
」。
小
池
氏
が

時
々
口
に
す
る
言
葉
だ
。
こ
の
日
は
明
ら

か
に「
オ
ン
」状
態
だ
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
時
事
通
信
社
解
説
委
員
長

　
山
田
　
惠
資

小
池

　百
合
子
　

東
京
都
知
事
・
希
望
の
党
代
表

政
権
奪
取
に
意
欲
示
す
も

自
身
の
衆
院
出
馬
は
強
く
否
定

　
世
界
の
外
交
官
は
２
種
類
に
分
か
れ
る
。

記
者
と
話
す
の
が
好
き
な
人
と
記
者
を
遠
ざ

け
る
人
だ
。
不
思
議
に
ど
こ
の
国
に
行
っ
て

も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
議
論
し
た
が
る
大

使
に
出
会
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
外
交

辞
令
だ
け
の
無
愛
想
な
大
使
も
い
た
。

　
程
永
華
中
国
大
使
は
お
そ
ら
く
、
記
者
と

の
距
離
が
近
い
外
交
官
に
属
す
る
だ
ろ
う
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
４
回
目
の
会
見
も
通
訳

な
し
で
記
者
と
の
対
話
を
心
が
け
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
。

　
た
と
え
ば
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
質
問
に

は
、
１
９
７
８
年
10
月
の
鄧
小
平
副
首
相
会

見
に
同
席
し
た
体
験
談
で
答
え
た
。「
私
は

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
連
絡
担
当
を
し

て
い
た
。
鄧
小
平
先
生
が
こ
の
記
者
ク
ラ
ブ

で『
次
の
世
代
は
賢
く
な
る
で
し
ょ
う
』と

答
え
る
と
、
会
場
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。
新
聞
記
者
は
い
つ
も
鋭
く
突
っ
込
む
の

に
、
相
当
、
共
感
し
て
い
た
と
い
う
記
憶
が

あ
り
ま
す
」

　
在
京
大
使
館
に
初
め
て
赴
任
し
た
の
は
40

年
前
。
計
５
回
勤
務
し
東
京
暮
ら
し
は
20
年

を
超
え
る
。「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
大
き
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
」。記
者
研
修
の
大
使
館

訪
問
や
中
国
へ
の
取
材
団
派
遣
な
ど
ク
ラ
ブ

と
の
関
係
も
程
大
使
の
８
年
間
で
深
ま
っ

た
。
恒
例
の
揮
ご
う
は「
継
往
開
来
」。「
成

果
を
生
か
し
て
未
来
を
開
く
」と
解
説
し
た
。

前
専
務
理
事
　
中
井
　
良
則

程
大
使
と
ク
ラ
ブ

先
立
ち
、
日
本
で
は
首
相
が
国

会
に
拘
束
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
点

を
指
摘
し
て
こ
う
語
っ
た
。「
私

が
国
政
に
戻
る
の
で
は
な
い
か

と
、
朝
か
ら
晩
ま
で
テ
レ
ビ
で

い
ろ
い
ろ
賑
わ
っ
て
い
る
が
、

私
は
今
の
国
会
が
変
わ
ら
な
い

限
り
都
政
で
し
っ
か
り
頑
張

る
。
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ま
ず

都
の
方
に
置
き
、
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
を
し

っ
か
り
や
る
」

　
強
い
否
定
に
聞
こ
え
る
が
、

革
と
は
言
わ
な
い
」と

断
じ
た
。

　
記
者
側
か
ら
憲
法
問

題
に
つ
い
て
安
倍
氏
と

の
差
異
が
分
か
ら
な
い

と
指
摘
さ
れ
た
小
池
氏

は
、
首
相
が
目
指
す
憲

法
９
条
改
正
を
引
き
合

い
に「
こ
れ
ま
で（
自

衛
隊
は
）合
憲
と
言
っ

て
い
た
の
に
、
３
項
を

付
け
加
え
る
の
は
理
解

に
苦
し
む
」と
難
じ
た
。
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北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射�

桐
永

　洋（
テ
レ
ビ
朝
日
）

本
番
中
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
　
報
道
に
も
冷
静
で
現
実
的
検
証
が
必
要

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
朝
の
情

報
ま
と
め
番
組
、
グ
ッ
ド
！
モ
ー
ニ
ン
グ

で
す
」

８
月
29
日
、
坪
井
直
樹
キ
ャ
ス
タ
ー
と

松
尾
由
美
子
キ
ャ
ス
タ
ー
が
あ
い
さ
つ

し
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
に
入
っ
た
直
後

の
６
時
２
分
、
副
調
整
室
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
警
報
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
響
い
た
。
ス
タ

ッ
フ
に
緊
張
が
走
る
。
私
が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
画
面
を
直
接
オ
ン
エ
ア
に
取
り
込
む
よ

う
指
示
す
る
と
、
松
尾
キ
ャ
ス
タ
ー
が
コ

メ
ン
ト
を
読
み
始
め
た
。

「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
す
。
北
朝
鮮
が
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
た
模
様
で
す
。
頑
丈
な
建

物
や
地
下
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

緊
急
対
応
は
ウ
チ
だ
け
　
早
ま
っ
た
か

テ
レ
ビ
朝
日
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練

を
重
ね
て
き
た
。
指
定
公
共
機
関
で
あ
る

テ
レ
ビ
局
に
は
、
国
民
保
護
の
た
め
の
情

報
を
迅
速
に
提
供
す
る
義
務
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
す
ぐ
に
他
局
の

モ
ニ
タ
ー
に
目
を
移
し
た
が
、
緊
急
対
応

を
し
て
い
る
の
は
ウ
チ
だ
け
。「
早
ま
っ

た
か
⁈
」。
一
瞬
、
血
の
気
が
引
い
た
。

し
か
し
、
ほ
ど
な
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
各

局
の
画
面
も
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
切
り
替
わ
っ

た
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
い
う
緊
迫
し
た
場

面
に
も
関
わ
ら
ず
、「
誤
報
じ
ゃ
な
く
て

ホ
ッ
と
し
た
」と
い
う
の
が
正
直
な
気
持

ち
だ
っ
た
。

Ｃ
Ｍ
を
飛
ば
し
て
緊
急
特
番

黒
ベ
ー
ス
に
白
文
字
と
い
う
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
画
面
に
、
同
じ

コ
メ
ン
ト
の
繰
り
返
し
。
限
ら
れ
た
状
況

下
で
国
民
の
安
全
に
資
す
る
の
が
目
的
の

放
送
な
の
で
、
テ
レ
ビ
的
な
物
足
り
な
さ

は
あ
る
程
度
し
か
た
が
な
い
。
問
題
は
、

い
つ
ま
で
こ
の
状
態
で
放
送
を
続
け
る
べ

き
か
だ
っ
た
。

実
際
に
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
信
さ
れ

た
５
分
後
の
６
時
７
分
に
、
ミ
サ
イ
ル
は

日
本
上
空
を
通
過
し
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
情
報
が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
来
た
の
は
６

時
14
分
。
し
か
も
そ
の
２
分
前
の
６
時
12

分
に
、
ミ
サ
イ
ル
は
襟
裳
岬
の
東
１
１
８

０
キ
ロ
の
太
平
洋
上
に
落
下
し
て
い
た
。

物
理
的
に
は
す
で
に
落
下
し
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
が
な
か
な
か
こ
な

い
。
危
機
が
回
避
さ
れ
る
ま
で
は
Ｃ
Ｍ
を

飛
ば
し
て
で
も
放
送
を
続
け
る
し
か
な

い
。
結
局
、
ミ
サ
イ
ル
落
下
の
情
報
が
入

っ
た
の
は
６
時
30
分
過
ぎ
で
、
そ
れ
ま
で

は
ひ
た
す
ら
避
難
や
安
全
確
保
を
呼
び
か

け
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
後
は
専
門
家
と
の
生
電
話
や
、
ソ

ウ
ル
・
北
京
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
各
特
派
員

と
中
継
を
結
び
な
が
ら
、
徐
々
に
態
勢
を

立
て
直
し
た
。
し
か
し
７
時
過
ぎ
ま
で
Ｃ

Ｍ
を
入
れ
ず
に
対
応
し
た
し
わ
寄
せ
で
、

番
組
後
半
は
Ｃ
Ｍ
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

そ
こ
に
安
倍
総
理
の
緊
急
会
見
が
入
っ

た
た
め
、
本
来
流
す
べ
き
Ｃ
Ｍ
を
２
本
放

送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
番
組
が
終

了
し
た
。

危
機
あ
お
り
過
ぎ
と
の
批
判
も

今
回
の
テ
レ
ビ
各
局
の
対
応
に
つ
い
て

は「
大
本
営
発
表
み
た
い
だ
」「
危
機
を
あ

お
り
過
ぎ
て
い
る
」な
ど
の
批
判
も
寄
せ

ら
れ
た
。
し
か
し
あ
の
時
は
正
直
、
一
刻

も
早
く
視
聴
者
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に

集
中
し
て
い
て
、
来
た
球
を
打
つ
の
に
精

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
た
だ
、
ど
こ
よ
り
も

早
く
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
一
報
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
坪
井
・
松
尾
の
両
キ
ャ
ス
タ

ー
も
落
ち
着
い
て
冷
静
に
番
組
を
進
行
し

て
く
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
テ
レ
ビ
局

と
し
て
一
定
の
役
割
は
果
た
せ
た
と
思
っ

て
い
る
。

こ
の
原
稿
を
執
筆
中
の
９
月
15
日
、「
グ

ッ
ド
！
モ
ー
ニ
ン
グ
」を
放
送
し
て
い
る

最
中
に
再
び
、
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
た
。
決
し
て

慣
れ
た
く
は
な
い
が
、
北
朝
鮮
の
挑
発
は

今
後
も
し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ
る
。

国
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
テ
レ
ビ
に
何
が
で
き
る
の

か
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
在
り
方
と
共
に
、
そ

の
報
道
の
仕
方
に
つ
い
て
も
冷
静
で
現
実

的
な
検
証
が
必
要
だ
と
思
う
。

き
り
な
が
・
ひ
ろ
し
▼
1
9
9
3
年
入
社
　
警

視
庁
キ
ャ
ッ
プ
　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支
局
長
な
ど

を
経
て
　
2
0
1
5
年
7
月
か
ら「
グ
ッ
ド
！

モ
ー
ニ
ン
グ
」チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

落ち着いた番組進行に徹した松尾、坪井（右）
両キャスター（テレビ朝日提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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眞
子
さ
ま
・
小
室
さ
ん
婚
約
内
定�

小
松
田

　健
一（
東
京
新
聞
）

会
見
は
事
前
質
問
７
問
の
み

　
　
厚
い
壁
か
ら
透
け
た
２
人
の
素
顔

５
月
1６
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
午
後
７
時
の
ニ

ュ
ー
ス
で
特
ダ
ネ
と
し
て
報
道
。
翌
朝
、

小
室
圭
さ
ん
が
勤
め
る
法
律
事
務
所
が
入

居
し
て
い
る
ビ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
急
き
ょ
設

定
さ
れ
た
、
ぶ
ら
下
が
り
取
材
に
駆
け
付

け
た
。
内
親
王
の
結
婚
は
２
０
０
５
年
の

黒
田
清
子
さ
ん
以
来
で
、
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
の
初
孫
が
婚
約
す
る
と
い
う
注
目
度

が
高
い
出
来
事
だ
け
に
、
普
段
は
宮
内
庁

を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
や

雑
誌
の
記
者
も
殺
到
し
、
ロ
ビ
ー
は
立
す

い
の
余
地
も
な
い
混
雑
に
。
ビ
ル
の
周
囲

は
、
警
察
官
が
警
備
す
る
異
様
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

宮
内
庁
幹
部
に
先
導
さ
れ
て
姿
を
見
せ

た
小
室
さ
ん
は
、
婚
約
内
定
前
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
質
問
の
大
半
に
明
確
な
回

答
を
避
け
た
が
、
言
葉
遣
い
や
物
腰
は
好

青
年
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
３
カ
月
半
。
９
月
３
日
の
東

京
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
。
宮
内
庁
長
官
が

午
前
中
に
内
定
を
発
表
し
、
午
後
３
時
か

ら
記
者
会
見
場
と
な
っ
た
赤
坂
御
用
地

（
東
京
・
元
赤
坂
）の「
赤
坂
東
邸
」で
、

眞
子
さ
ま
と
小
室
さ
ん
は
並
ん
で
座
り
、

な
れ
そ
め
や
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
様
子
、
理
想

と
す
る
家
庭
像
な
ど
を
答
え
て
い
っ
た
。

２
人
へ
の
質
問
は
計
７
問
。
６
月
の
時

点
で
、
宮
内
庁
の
担
当
記
者
が
加
盟
す
る

「
宮
内
記
者
会
」が
事
前
に
通
告
し
て
い

た
。
会
見
は
当
初
、
７
月
８
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
３
日
前
に
発
生
し
た

九
州
北
部
豪
雨
に
配
慮
し
て
延
期
さ
れ
て

い
た
。
冒
頭
、
眞
子
さ
ま
が
九
州
北
部
豪

雨
被
害
へ
の
お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
示
す

と
と
も
に「
突
然
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、多
く
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」と
、
報

道
が
先
行
し
た
こ
と
へ
の
苦
言
と
も
受
け

取
れ
る
言
葉
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
会
見
直
前
、
北
朝
鮮
が
６
回
目

の
核
実
験
を
強
行
す
る
予
期
せ
ぬ
事
態
が

発
生
。
翌
日
の
各
紙
一
面
は
国
際
社
会
に

脅
威
を
与
え
た
愚
行
と
、
皇
室
の
慶
事
と

い
う
対
照
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
並
ん
だ
。

「
月
」と「
太
陽
」は
新
た
な
名
言
？

皇
族
の
結
婚
を
め
ぐ
る
会
見
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
名
言
を
生
ん
で
き
た
。
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
で
は
、
皇
后
さ
ま
が
陛
下
の
魅

力
を「
と
て
も
ご
誠
実
で
、
ご
立
派
で
…
」

と
語
り
、
当
時
の
流
行
語
に
な
っ
た
と
聞

く
。
皇
太
子
さ
ま
は
、
雅
子
さ
ま
と
の
間

に
望
む
子
ど
も
の
数
を
問
わ
れ「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
機
嫌
に
任
せ
て
」と
、
ウ
イ
ッ
ト

に
富
ん
だ
回
答
を
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新

し
い
。

眞
子
さ
ま
と
小
室
さ
ん
が
、
こ
う
し
た

先
例
を
意
識
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
。だ
が
、古
典
文
学
の
恋
愛
場
面

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
、
２
人
が
そ

れ
ぞ
れ
を「
月
」と「
太
陽
」に
例
え
た
セ

ン
ス
に
は
感
嘆
し
、思
わ
ず
膝
を
打
っ
た
。

皇
室
取
材
の
特
異
さ
と
困
難
さ
は
、
取

材
対
象
に
直
接
話
を
聞
く
機
会
が
、
極
め

て
限
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
取
材
の
多

く
は
、
役
所
全
体
が
皇
室
の
秘
書
で
あ
る

宮
内
庁
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
も

の
だ
。
肉
声
を
聞
け
る
場
と
し
て
、
地
方

で
の
施
設
訪
問
な
ど
が
あ
る
が
、
同
行
記

者
が
両
陛
下
や
皇
族
方
へ
声
を
掛
け
る
こ

と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
て
い
な
い
。

記
者
は
、
説
明
者
や
歓
迎
に
集
ま
っ
た
市

民
と
の
会
話
の
一
言
一
句
を
聞
き
漏
ら
す

ま
い
と
必
死
に
メ
モ
を
取
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
記
者
会
見
の

場
は
貴
重
だ
が
、
宮
内
庁
は
内
定
会
見
で

通
告
質
問
以
外
の
こ
と
を
聞
く「
関
連
質

問
」を
認
め
ず
、
会
見
は
予
定
し
て
い
た

20
分
よ
り
大
幅
に
短
い
約
12
分
で
終
了
し

た
。
用
意
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
に
沿
う
だ
け

で
は
な
い
、
２
人
の
素
顔
に
迫
る
こ
と
が

で
き
る
場
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
え

ば
、
物
足
り
な
さ
を
残
し
た
。

と
も
あ
れ
、
そ
の
後
も
週
刊
誌
な
ど
は

小
室
さ
ん
の
収
入
や
家
庭
の
事
情
に
か
ま

び
す
し
い
。
し
か
し
、
法
律
事
務
所
に
勤

め
る
市
井
の
男
性
が
プ
リ
ン
セ
ス
と
学
生

時
代
か
ら
の
恋
を
実
ら
せ
た
事
実
は
、
皇

室
と
国
民
の
距
離
が
、
よ
り
縮
ま
っ
た
証

し
か
も
し
れ
な
い
。

こ
ま
つ
だ
・
け
ん
い
ち
▼
1
9
9
1
年
入
社
　
東

京
本
社
の
経
済
部
な
ど
を
経
て
　
社
会
部
　

2
0
1
6
年
4
月
か
ら
宮
内
庁
担
当

婚約が内定し会見する眞子さまと小室圭さん（９月３日／東京・元赤坂／東京新聞提供）
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サ
ッ
カ
ー
・
ハ
リ
ル
ホ
ジ
ッ
チ
監
督�

木
本

　新
也（
ス
ポ
ー
ツ
ニッ
ポ
ン
新
聞
社
）

頑
固
だ
が
、
憎
め
な
い
指
揮
官

　
　
　
　
質
問
拒
否
会
見
の
思
惑
は

ら
し
い〝
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〟だ
っ
た
。

８
月
31
日
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
た
Ｗ
杯
ア
ジ
ア
最
終
予
選
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
戦
。
２
―
０
で
快
勝
し
て
６
大
会
連

続
の
Ｗ
杯
出
場
を
決
め
た
直
後
の
会
見

で
、
日
本
代
表
の
ハ
リ
ル
ホ
ジ
ッ
チ
監
督

は「
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

問
題
が
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
質
問
に
お

答
え
で
き
な
い
」な
ど
と
一
方
的
に
話

し
、
質
問
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
。

異
例
の
会
見
は
マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
抗

措
置

ハ
リ
ル
ホ
ジ
ッ
チ
監
督
の
母
国
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
報
道
に
よ
る
と
、

入
院
中
の
義
姉
が
深
刻
な
容
体
に
あ
る
と

い
う
が
、
質
問
を
遮
っ
た
真
相
は
別
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
。
指
揮
官
は
２
０
１
６
年

年
９
月
１
日
の
Ｗ
杯
ア
ジ
ア
最
終
予
選
初

戦
で
Ｕ
Ａ
Ｅ（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）に

１
―
２
で
敗
れ
た
こ
と
で
、
予
選
を
通
し

て
解
任
危
機
に
直
面
。
試
合
ご
と
に「
負

け
れ
ば
進
退
問
題
」と
報
じ
続
け
る
一
部

マ
ス
コ
ミ
を
敵
視
し
て
い
た
。
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）関
係
者
に
よ
る
と
、

歓
喜
の
白
星
に
水
を
差
す
異
例
の
会
見
は

対
抗
措
置
の
一
面
も
あ
っ
た
と
い
う
。

頑
固
一
徹
。「
私
は
外
交
的
な
こ
と
は

や
ら
な
い
」と
言
い
切
る
。
0６
年
に
監
督

を
務
め
た
ア
ル
イ
テ
ハ
ド（
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
リ
ー
グ
１
部
）で
は
フ
ロ
ン
ト
の
現

場
介
入
が
気
に
入
ら
ず
、
半
年
足
ら
ず
で

辞
任
。
08
年
か
ら
指
揮
し
た
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
代
表
で
は
10
年
Ｗ
杯
南
ア
フ
リ
カ

大
会
出
場
決
定
後
に
解
任
さ
れ
た
が
、
協

会
幹
部
と
の
確
執
が
一
因
だ
っ
た
と
さ
れ

る
。
信
念
を
貫
く
た
め
に
は
、
周
囲
と
の

衝
突
も
い
と
わ
な
い
。

気
難
し
い
だ
け
に
、
取
材
も
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
。
練
習
後
の
ミ
ッ
ク
ス
ゾ
ー

ン（
取
材
エ
リ
ア
）は
全
選
手
の
対
応
が

基
本
だ
っ
た
が
、
ハ
リ
ル
ホ
ジ
ッ
チ
監
督

の
就
任
後
は
、
取
材
に
応
じ
る
選
手
は
１

日
７
人
程
度
に
限
定
さ
れ
た
。
食
事
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
分
単
位
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
ん
で
い
る
た
め
、
速
や
か
に
ホ
テ

ル
に
戻
り
た
い
と
の
理
由
だ
っ
た
。

運
動
記
者
ク
ラ
ブ
は「
原
則
全
選
手
取

材
」の
要
望
を
出
し
、
広
報
担
当
を
通
じ

て
交
渉
を
続
け
て
い
る
が
、
就
任
か
ら
２

年
半
が
経
過
し
て
も
、
指
揮
官
が
首
を
縦

に
振
る
こ
と
は
な
い
。

自
腹
で
報
道
陣
に
シ
ャ
ン
パ
ン
　 

人
間
味
あ
ふ
れ
る
一
面
も

自
他
と
も
に
認
め
る
仕
事
の
虫
。
過
去

の
日
本
代
表
監
督
は
週
１
回
程
度
の
ペ
ー

ス
で
東
京
・
文
京
区
の
Ｊ
Ｆ
Ａ
ハ
ウ
ス

（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
ビ
ル
）に
来
る
の
が

通
例
だ
っ
た
が
、
ハ
リ
ル
ホ
ジ
ッ
チ
監
督

は
、
ほ
ぼ
毎
日〝
出
勤
〟。
日
本
代
表
候

補
選
手
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
対
戦
国
の
分
析

な
ど
に
時
間
を
割
く
。
自
分
に
厳
し
い
だ

け
に
周
囲
へ
の
要
求
も
高
い
。
選
手
に
は

体
脂
肪
率
12
％
以
下
を
厳
命
し
、
ス
タ
ッ

フ
が
作
成
し
た
分
析
映
像
に
や
り
直
し
を

命
じ
る
こ
と
も
多
い
。

不
満
や
批
判
は
覚
悟
の
上
。
協
調
や
一

体
感
を
重
視
し
た
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
元
監
督

（
10
年
８
月
～
14
年
６
月
ま
で
指
揮
）と
は

対
照
的
だ
が
、
密
着
取
材
を
続
け
て
い
る

と
意
外
な
一
面
も
見
せ
て
く
れ
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
移
動
す
る
際
の
空
港

な
ど
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
か
ら「
対
応
は
な
い
」と

通
達
さ
れ
て
い
る
現
場
で
も
、
ハ
リ
ル
ホ

ジ
ッ
チ
監
督
は
Ｊ
Ｆ
Ａ
ハ
ウ
ス
に
常
駐
の

番
記
者
を
見
つ
け
る
と
、
向
こ
う
か
ら
歩

み
寄
り
、
ぶ
ら
下
が
り
取
材
に
応
じ
る
。

昨
年
12
月
の
運
動
記
者
ク
ラ
ブ
の
合
同
取

材
で
は
、
報
道
陣
に
自
腹
で
シ
ャ
ン
パ
ン

を
振
る
舞
っ
た
。
デ
ィ
ア
ナ
夫
人
と
一
緒

に
相
撲
観
戦
し
た
後
に
女
性
フ
ァ
ン
に
囲

ま
れ
た
際
に
は「
私
生
活
は
彼
女（
デ
ィ

ア
ナ
夫
人
）に
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
」と
苦
笑
い
で〝
尻
に
敷
か
れ

て
い
る
〟こ
と
を
示
唆
。
人
間
味
あ
ふ
れ

る
言
動
も
多
く
、
ど
こ
か
憎
め
な
い
。

対
戦
国
を
徹
底
分
析
し
て
相
手
の
長
所

を
消
す
の
が
、
ハ
リ
ル
ホ
ジ
ッ
チ
監
督
の

ス
タ
イ
ル
。
ボ
ー
ル
保
持
率
ア
ッ
プ
を
追

求
し
て
き
た
近
年
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
潮

流
に
逆
行
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
格
上
ぞ

ろ
い
の
Ｗ
杯
本
大
会
で
は
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

サ
ッ
カ
ー（
堅
守
速
攻
）が
効
力
を
発
揮
す

る
可
能
性
は
高
い
。
日
本
が
Ｗ
杯
で
上
位

進
出
を
果
た
し
、
堅
物
の
指
揮
官
と
再
び

一
緒
に
、
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
め
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

き
も
と
・
し
ん
や
▼
2
0
0
1
年
入
社
　
静
岡

支
局
を
経
て
　
05
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
部
サ
ッ
カ

ー
担
当
　
北
京
五
輪
　
Ｗ
杯
南
ア
フ
リ
カ
大
会
　

Ｗ
杯
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
な
ど
を
現
地
取
材

サウジアラビア戦で（２０１６年１１月
１５日/スポーツニッポン新聞社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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今井絵理子参院議員との不倫疑惑が報じられ、会見
する橋本健氏（７月２７日／神戸市役所／神戸新聞社提供）

神 戸発� 地元メディアの視点から

「
仕
事
よ
り
男
に
溺
れ
る『
安
倍
チ
ル

ド
レ
ン
』／
元
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ『
今
井
絵
理

子
』参
院
議
員
の
略
奪
不
倫
」

７
月
27
日
発
売
の「
週
刊
新
潮
」記
事

は
、
一
介
の
神
戸
市
議
を
全
国
的
な
関
心

の
対
象
に
押
し
上
げ
た
。
も
し
、
こ
の
記

事
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
彼
の
転
落
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
名
は
橋

本
健（
37
）、
通
称
ハ
シ
ケ
ン
。
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
の
渦
は
各
メ
デ
ィ
ア
の
激
し
い
取

材
競
争
を
巻
き
起
こ
し
、
ま
た
た
く
間
に

彼
の
本
性
を
暴
い
て
し
ま
っ
た
。

■
地
方
議
員
が
時
の
人
に

神
戸
新
聞
は「
新
潮
」発
売
日
と
同
日

付
で
橋
本
氏
が
昨
年
夏
の
参
院
選
公
示
前

日
に
今
井
氏
と
の
対
談
を
掲
載
し
た
市
政

報
告
を
政
務
活
動
費
で
作
成
、
配
布
し
て

い
た
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
。
不
倫
と

政
活
費
流
用
と
い
う
２
つ
の
疑
惑
を
持
た

れ
た
橋
本
氏
は
同
日
夜
、
緊
急
会
見
を
行

い
、
今
井
氏
と
の
男
女
関
係
は「
一
線
は

越
え
て
い
な
い
」と
否
定
。
政
活
費
は「
誤

解
を
招
い
た
」と
し
て
約
30
万
円
を
返
金

し
た
。

問
題
は
収
束
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た

が
、
橋
本
氏
は
す
で
に
時
の
人
と
な
っ
て

い
た
。
８
月
23
日
付「
新
潮
」は
橋
本
氏

が
知
人
の
自
動
車
販
売
業
者
に
市
政
報
告

の
印
刷
を
架
空
発
注
し
、
政
活
費
を
詐
取

し
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
報
道
し
た
。
疑

惑
段
階
だ
っ
た
が
、
神
戸
新
聞
も
世
間
の

橋
本
氏
へ
の
関
心
の
高
さ
を
考
慮
し
、
記

事
を
掲
載
し
た
。

同
日
、
会
見
に
応
じ
た
橋
本
氏
を
囲
ん

だ
報
道
陣
は
約
50
人
。
カ
メ
ラ
も
10
台
は

並
ん
で
い
た
。
会
見
は
神
戸
市
政
記
者
ク

ラ
ブ
の
仕
切
り
で
行
わ
れ
た
も
の
の
、
主

導
権
は
早
々
に
情
報
番
組
に
奪
わ
れ
た
。

お
約
束
の「
政
活
費
の
使
用
で
一
線
は
越

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」と
の
質
問

に
、
一
般
紙
記
者
は
眉
を
ひ
そ
め
た
。

翌
日
、
事
態
は
急
転
す
る
。
疑
惑
の
自

動
車
業
者
が「
橋
本
氏
の
求
め
で
架
空
の

領
収
書
を
作
っ
て
い
た
」と
暴
露
し
た
の

だ
。橋
本
氏
の「
報
道
価
値
」は
芸
能
人
並

み
に
高
ま
っ
て
お
り
、
在
阪
の
全
国
紙
も

一
地
方
議
員
の
不
正
と
し
て
は
異
例
の
社

会
面
カ
タ
位
置
で
の
掲
載
に
踏
み
切
っ
た
。

橋
本
氏
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
や
経
営
す

る
歯
科
診
療
所
の
前
に
は
数
日
間
、
報
道

陣
が
張
り
込
み
、
28
日
、
橋
本
氏
の
議
員

辞
職
を
発
表
す
る
市
議
会
の
会
見
に
は
70

人
近
い
報
道
陣
が
詰
め
か
け
た
。
９
月
５

日
、
橋
本
氏
は
市
議
会
の
調
査
に
不
正
を

全
面
的
に
認
め
、
そ
の
速
報
記
事
は
ヤ
フ

ー
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
。

■
取
材
フ
ィ
ー
バ
ー
で
不
正
が
次
々
と 

　「
号
泣
県
議
」と
共
通
す
る
展
開

ち
な
み
に
、
神
戸
市
議
会
で
は
２
０
１

５
年
に
自
民
党
会
派
に
よ
る
組
織
的
な
政

活
費
不
正
流
用
が
発
覚
し
て
い
る
。
神
戸

新
聞
の
調
査
報
道
が
端
緒
で
、
計
３
７
５

４
万
円
が
返
還
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た

が
、
全
国
的
な
関
心
事
に
ま
で
は
発
展
し

な
か
っ
た
。

橋
本
氏
の
事
例
に
近
い
の
は
、
14
年
に

政
活
費
の
不
正
が
発
覚
し
た
野
々
村
竜
太

郎
・
元
兵
庫
県
議
だ
。
全
国
各
紙
は
当
初
、

１
９
５
回
の
カ
ラ
出
張
に
よ
る
３
０
０
万

円
の
架
空
請
求
疑
惑
を
静
観
し
て
い
た

が
、
あ
の「
号
泣
会
見
」後
は
大
々
的
に

報
じ
始
め
、
取
材
競
争
の
成
果
と
し
て
、

他
の
複
数
県
議
の
不
正
を
暴
く
こ
と
が
で

き
た
。

も
し
、
橋
本
氏
に
今
井
氏
と
の
不
倫
疑

惑
が
な
け
れ
ば
、
一
連
の
不
正
を
表
に
出

せ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た
橋
本
氏
の
報
道

価
値
に
各
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
集
中
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
報
道
価
値
を

高
め
る
中
で
、
橋
本
氏
は「
不
倫
市
議
」

か
ら「
不
正
市
議
」に
堕
ち
て
い
っ
た
。

橋
本
氏
の
政
活
費
不
正
疑
惑
を
報
じ
た

「
新
潮
」が
発
売
さ
れ
た
８
月
23
日
、
私

は
神
戸
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
幹
事
社
と
し

て
、
橋
本
氏
に
差
し
向
か
い
で
会
見
を
要

請
し
た
。
橋
本
氏
は「
政
活
費
以
外（
不

倫
問
題
）を
聞
か
れ
る
の
が
嫌
だ
」と
渋

っ
た
が
、
結
局
応
じ
た
。
そ
の
会
見
で
、

彼
は
毅
然
と
し
て
い
た
が
、
話
し
た
内
容

は
結
果
的
に
、
ほ
ぼ
う
そ
だ
っ
た
。

も
り
も
と
・
な
お
き
▼
1
9
9
7
年
入
社
　
社

会
部
　
明
石
総
局
を
経
て
　
2
0
1
3
年
か

ら
社
会
部（
14
年
に
報
道
部
に
改
組
）

森本　尚樹
（神戸新聞社）

新・列島報告⓮　神戸市

「不倫市議」から「不正市議」へ
異様に高まった報道価値
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や
農
業
、
水
産
関
係
な
ど
の
被
害
総
額
は

１
４
０
０
億
円
を
超
え
、
東
日
本
大
震
災

を
除
く
自
然
災
害
で
は
最
大
と
な
っ
た
。

■
道
路
復
旧
工
事
発
注
率
は
３
割

こ
の
台
風
被
害
の
報
道
で
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
１
つ
が
、
入
所
者
９
人
全
員

が
犠
牲
と
な
っ
た
岩
泉
町
の
介
護
老
人
保

健
施
設
だ
。「
避
難
準
備
情
報
」の
意
味

が
十
分
に
理
解
さ
れ
ず
人
的
被
害
が
拡
大

し
た
と
さ
れ
、
国
は
名
称
を「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」に
変
更
。
県
内
の

福
祉
現
場
で
は「
悲
劇
を
繰
り
返
す
ま

い
」と
防
災
意
識
を
高
め
、
実
効
性
あ
る

情
報
共
有
の
在
り
方
や
計
画
づ
く
り
が
進

む
。一

方
で
、
地
域
再
生
に
は
課
題
も
少
な

く
な
い
。
３
市
町
で
は
発
注
側
の
マ
ン
パ

か
わ
ば
た
・
あ
き
こ
▼
2
0
0
4
年
入
社
　
総

務
部
　
釜
石
支
局
な
ど
を
経
て
　
17
年
4
月

か
ら
報
道
部
次
長

被災地通信�　岩手県岩泉町

台風10号豪雨から1年
教訓つなぐ報道を模索

川端　章子（岩手日報社）

被災地支援として岩泉町で行われた熱気球体
験搭乗会　（９月１６日／本社小型無人機で撮影／岩手
日報社提供）

岩
手
県
岩
泉
町
で
８
月
30
日
に
行
わ
れ

た
台
風
10
号
豪
雨
の
犠
牲
者
追
悼
慰
霊

式
。「
泣
く
つ
も
り
は
な
か
っ
た
ん
だ
け

ど
ね
。
涙
が
ど
ん
ど
ん
あ
ふ
れ
て
…
」。

か
け
が
え
の
な
い
家
族
を
失
っ
た
女
性
が

漏
ら
し
た
言
葉
。
遺
族
、
行
方
不
明
者
家

族
の
思
い
は
時
間
で
区
切
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
は
な
い
―
。
あ
の
日
か
ら
１
年

が
た
ち
、
改
め
て
胸
に
刻
む
。

２
０
１
６
年
８
月
30
日
の
台
風
10
号
豪

雨
は
岩
泉
、
久
慈
、
宮
古
の
３
市
町
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
本
県

で
は
21
人
が
亡
く
な
り
、
２
人
が
行
方
不

明
の
ま
ま
。
県
の
ま
と
め
で
は
土
木
施
設

ワ
ー
不
足
な
ど
が
影
響
し
、
道
路
な
ど
復

旧
工
事
の
発
注
率
が
30
％
（
７
月
末
）に

と
ど
ま
る
。
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
お
い

て
は
資
金
面
で
の
支
援
に
東
日
本
大
震
災

と
開
き
が
あ
り
、
将
来
に
不
安
を
募
ら
せ

る
住
民
が
い
る
の
が
現
状
だ
。
過
去
の
災

害
で
は
一
度
は
助
か
っ
た
命
が
復
興
へ
の

道
の
り
の
途
上
で
失
わ
れ
て
い
る
。
中
長

期
的
な
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。

■
全
国
の
災
害
現
場
へ
記
者
を
派
遣

岩
手
日
報
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
全

国
の
災
害
現
場
へ
の
記
者
派
遣
を
続
け
て

い
る
。14
年
の
広
島
土
砂
災
害
に
始
ま
り
、

御
嶽
山
噴
火
や
関
東
・
東
北
豪
雨
、
熊
本

地
震
な
ど
災
害
の
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
。
現

場
に
立
ち
、
▽
震
災
の
教
訓
は
ど
う
生
か

さ
れ
て
い
る
の
か
▽
必
要
な
備
え
と
新
た

な
教
訓
は
何
か
▽
本
県
に
お
い
て
は
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
―
を
取
材
し
、

紙
面
を
通
じ
て
伝
え
る
狙
い
が
あ
る
。

豪
雨
が
引
き
金
と
な
り
、
77
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
広
島
市
の
土
砂
災
害
。
避
難
所

取
材
で
被
災
者
に
声
を
掛
け
た
時
、
真
っ

先
に
出
て
き
た
言
葉
は「
あ
の
震
災
が
あ

っ
た
岩
手
か
ら
来
た
の
？
　
大
変
だ
っ
た

で
し
ょ
う
」だ
っ
た
。
自
分
が
被
災
し
な

が
ら
も
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
思

い
を
寄
せ
る
姿
が
心
に
残
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
後
に
続
い
た
言
葉
も
強
く

印
象
に
残
っ
た
。「
ま
さ
か
自
分
が
被
災

す
る
な
ん
て
」「
こ
ん
な
災
害
が
発
生
す
る

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」―
。
今
年

７
月
に
訪
れ
た
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
地

で
は「
一
歩
間
違
え
ば
、
利
用
者
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」と
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
が
打
ち
明
け

た
。
裏
山
が
崩
れ
て
敷
地
内
に
土
砂
が
流

れ
込
ん
だ
が
発
生
は
想
定
外
。
震
災
や
台

風
10
号
豪
雨
で
教
訓
を
残
し
た
高
齢
者
ら

「
災
害
弱
者
」の
避
難
対
策
の
課
題
が
、

改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

取
材
を
重
ね
て
強
く
実
感
し
た
の
は
、

災
害
を「
我
が
事
」と
し
て
考
え
、
備
え

る
重
要
性
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
災
害
取
材
で

は
被
災
地
の
現
状
を
伝
え
る
だ
け
で
な

く
、
現
場
で
得
た
課
題
を
本
県
に
当
て
は

め
、
今
後
の
防
災
対
策
に
つ
な
げ
る
た
め

の
企
画
な
ど
も
展
開
し
て
き
た
。

自
然
と
向
き
合
い
、
災
害
と
隣
り
合
わ

せ
だ
と
い
う
意
識
を
一
人
一
人
が
持
た
な

け
れ
ば
、
自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
強
く
思
う
。
同
時
に
、
そ
の
意
識

を
共
有
す
る
こ
と
が
備
え
の
第
一
歩
で
あ

る
と
感
じ
る
。
国
内
外
で
自
然
災
害
が
頻

発
す
る
今
、
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
記

憶
の
風
化
を
防
ぎ
、
犠
牲
者
の
遺
訓
、
災

害
の
重
い
教
訓
を
広
く
伝
え
て
い
く
報
道

の
形
を
模
索
し
続
け
て
い
き
た
い
。

� 被災地はい ま
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追　悼

惜 別／上映会

話
は
６0
年
安
保
闘
争
報
道
に
さ
か
の
ぼ

る
。81

歳
で
７
月
22
日
に
亡
く
な
っ
た
元
毎

日
新
聞
東
京
本
社
社
会
部
長
、
山や

ま

本も
と

祐ゆ
う

司じ

さ
ん
を
送
る
会
が
９
月
15
日
に
開
か
れ
、

や
は
り
元
社
会
部
長
で
91
歳
の
牧
内
節

男
・
元
ス
ポ
ニ
チ
社
長
が
半
世
紀
以
上
前

の
報
道
に
触
れ
た
。

東
大
生
、
樺
美
智
子
さ
ん
が
国
会
南
通

用
門
付
近
で
亡
く
な
っ
た
事
件
を
伝
え
た

示
で
書
い
た
。戦
後
最
大
の
疑
獄
報
道
は
、

司
法
記
者
と
し
て
の
集
大
成
だ
っ
た
。
　

送
る
会
に
後
輩
記
者
は「
ロ
ッ
キ
ー
ド

報
道
に
憧
れ
て
入
社
し
た
」と
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
た
。
私
は
東
大
闘
争
当
時
の
紙
面

に
共
感
し
て
入
社
し
た
世
代
で
、
因
縁
を

感
じ
つ
つ
遺
影
に
黙
禱
し
た
。

早
稲
田
大
学
進
学
以
前
か
ら
童
話
作
家

を
夢
見
た
山
本
さ
ん
。
権
力
に
対
し
て
厳

し
い
姿
勢
を
持
ち
続
け
、
し
か
も
人
間
に

機
に「
毎
日
」を
選
択
し
た
世
代
だ
。

社
会
部
長
在
任
中
の
50
歳
の
時
、
脳
出

血
で
倒
れ
右
半
身
の
自
由
を
奪
わ
れ
た

が
、久
子
夫
人
に
支
え
ら
れ
、左
手
で『
毎

日
新
聞
社
会
部
』を
執
筆
。『
最
高
裁
物

語
』で
95
年
に
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
を
受

け
た
。
社
会
部
を
愛
し
続
け
、
社
会
部
一

筋
の
記
者
人
生
だ
っ
た
。

１
９
７
６
年
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
当

時
、
山
本
さ
ん
は
司
法
キ
ャ
ッ
プ
。
田
中

が
掲
載
さ
れ
た
20
周
年
記
念
誌
を
、
１
２

０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
手
に
取
っ
た
。

山
本
さ
ん
は『
毎
日
新
聞
社
会
部
』執

筆
後
、
続
編
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
。

女
性
初
の
社
会
部
長
、
磯
崎
由
美
さ
ん
は

「
こ
ん
な
に
愛
さ
れ
た
新
聞
記
者
に
は
会

っ
た
こ
と
が
な
い
」と
会
を
締
め
く
く
っ

た
。
一
人
一
人
の
心
に
、
大
き
な
存
在
が

生
き
続
け
て
ほ
し
い
。

元
毎
日
新
聞
社
会
部
　
高
尾
　
義
彦

１
９
６
０
年
６
月
1６

日
付
毎
日
新
聞
社
会

面
に
共
感
し
、
毎
日

新
聞
を
志
望
し
た
学

生
が
い
た
、
と
。
山

本
さ
ん
は
翌
６1
年
入

社
で
、
こ
の
報
道
を

優
し
い
ま
な
ざ
し
は
、

終
生
、
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
自
宅
が
あ
る
浦
安

市
で
障
害
の
あ
る
人
と

と
も
に
立
ち
上
げ
た
雑

誌『
ル
パ
ン
文
芸
』。

「
人
間
万
歳
」
の
絶
筆

〝
人
間
万
歳
〟
社
会
部
一
筋

　山
本
祐
司
さ
ん

送る会で飾られた久子夫人
お気に入りの1枚

元
首
相
逮
捕
当
日
の
毎
日
新
聞
朝

刊
は
一
面
ト
ッ
プ
で「
検
察
重
大

決
意
へ
」
と
的
確
に
予
告
し
た

が
、
こ
の
原
稿
は
山
本
さ
ん
の
指

果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
人
が
、
終
戦
の

直
前
に
起
き
た
、
こ
の
悲
惨
な
事
件
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

１
９
４
５
年
８
月
14
日
、
満
州（
現
中

国
東
北
部
）の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
、
葛か

っ

根こ
ん

廟び
ょ
うの

近
く
で
、
日
本
人
避
難
民
が
ソ
連

軍
の
攻
撃
を
受
け
、
１
０
０
０
人
以
上
が

死
亡
し
た
。
こ
れ
が
葛
根
廟
事
件
だ
。

映
画
は
、
当
時
の
状
況
を
知
る
生
存
者

や
遺
族
ら
12
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
構

成
、
事
件
を
時
系
列
で
追
っ
て
い
く
。

満
州
国
興
安
省
の
省
都
、
興
安
に
は
３

０
０
０
人
の
日
本
人
が
居
住
し
て
い
た
。

８
月
９
日
未
明
、ソ
連
参
戦
の
報
が
入
る
。

こ
の
後
、
素
早
く
逃
れ
た
人
々
と
、
列
車

に
は
乗
れ
ず
、
南
東
に
35
キ
ロ
離
れ
た
葛

根
廟
を
目
指
し
た
人
々
の
間
で
明
暗
が
分

か
れ
た
。
約
１
３
０
０
人
の
集
団
に
ソ
連

軍
の
戦
車
部
隊
が
砲
撃
を
行
い
、
最
終
的

な
生
存
者
は
約
１
３
０
人
だ
っ
た
。

自
決
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
も
多
か

っ
た
と
い
う
。
母
親
た
ち
は
、
幼
い
子
ど

も
た
ち
の
首
に
ナ
イ
フ
を
当
て
、
あ
る
い

は
毒
薬
を
飲
ま
せ
た
後
、
自
ら
の
命
を
絶

っ
て
い
っ
た
。
母
や
妹
の
最
期
を
語
る
証

言
者
の
表
情
が
痛
々
し
い
。

こ
の
作
品
を
製
作
し
た
映
像
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
田
上
龍
一
さ
ん（
43
歳
）は
、
３

年
前
に
事
件
を
知
っ
た
と
い
う
。
生
存
者

ら
が
編
纂
し
た『
葛
根
廟
事
件
の
証
言
―

草
原
の
惨
劇
・
平
和
へ
の
祈
り
』（
新
風
書

房
）の
刊
行
を
伝
え
る
新
聞
記
事
を
読
ん

だ
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ

た
関
係
者
の
会
見
の
模
様
を
ネ
ッ
ト
で
見

て
大
い
に
触
発
さ
れ
た
と
い
う
。
現
地
へ

の
慰
霊
の
旅
に
も
同
行
し
た
。

ロ
シ
ア
側
に
事
件
の
記
録
は
な
い
と
い

う
。
一
方
で
、
ソ
連
の
攻
撃
は
、
組
織
的
、

計
画
的
で
過
激
だ
っ
た
と
い
う
日
本
兵
の

目
撃
談
が
あ
る
。
な
ぜ
民
間
人
に
向
か
っ

て
そ
の
よ
う
な
攻
撃
が
行
わ
れ
た
の
か
。

事
件
の
分
析
は
、
残
さ
れ
た
課
題
だ
。

と
も
あ
れ
、
歴
史
の
記
憶
を
刻
む
貴
重

な
映
像
記
録
で
あ
る
。

読
売
新
聞
社
論
説
委
員
　
天
日
　
隆
彦

ソ連軍攻撃で
日本人多数が死亡

「葛根廟事件の証言」上映会

　
同
作
品
60
分
版
が（
公
社
）映
像
文
化
製
作
者
連
盟
主
催

の「
映
文
連
ア
ワ
ー
ド
・
企
画
特
別
賞
」を
受
賞
し
た
。
11

月
末
に
受
賞
作
上
映
会
が
ユ
ー
ロ
ラ
イ
ブ（
渋
谷
ユ
ー
ロ

ス
ペ
ー
ス
内
）で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

クラブ賞受賞
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書いた話　書かなかった 話

イ
タ
リ
ア
・
エ
ル
バ
島
南
部
の
小
さ
な

漁
港
で
、
漁
船
に
乗
せ
て
も
ら
う
約
束
だ

っ
た
。
古
ぼ
け
た
街
灯
が
ま
ば
ら
に
光
っ

て
い
た
が
、ほ
と
ん
ど
暗
闇
に
近
い
。深
夜

の
岸
壁
で
10
分
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
、
サ
ン

ダ
ル
履
き
の
足
音
が
近
づ
き
、
私
の
前
で

止
ま
っ
た
。
色
黒
の
、ひ
げ
の
濃
い
男
だ
。

「
話
は
聞
い
て
い
る
。
は
や
く
乗
れ
」

男
が
ア
ゴ
で
指
し
た
汚
れ
た
小
船
に
は

「flora

」
と
い
う
字
が
船
首
に
読
め
た
。

（
こ
れ
が
花
か
）と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
甲
板

に
移
る
と
、
船
は
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
響
か

せ
て
岸
を
離
れ
た
。

や
が
て
岸
壁
の
灯
り
も
遠
ざ
か
り
、
船

は
漆
黒
の
闇
に
突
き
進
ん
だ
。

「
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
島
」。
ト
ス
カ
ー

ナ
群
島
の
１
つ
、
エ
ル
バ
島
の
南
40
キ
ロ

に
あ
る
小
島
に
向
か
っ
た
。

◆
天
皇
皇
后
両
陛
下
欧
州
訪
問
に
同
行
　

こ
こ
に
至
る
い
き
さ
つ
を
述
べ
よ
う
。

１
９
７
１
年
９
月
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
旅
に
出
ら
れ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
西
ド

イ
ツ（
当
時
）の
７
カ
国
。
同
行
取
材
を

命
ぜ
ら
れ
て
９
月
27
日
か
ら
10
月
14
日
ま

で
７
カ
国
を
走
り
回
り
、
最
後
の
西
ド
イ

ツ
に
着
い
た
頃
は
疲
労
困こ

ん

憊ぱ
い

、
両
陛
下
が

帰
国
さ
れ
た
後
は
、
１
日
中
ホ
テ
ル
で
眠

っ
て
い
た
。

忙
し
さ
に
疲
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
さ

き
の
大
戦
で
こ
の
７
カ
国
と
日
本
が
ど
う

向
き
合
っ
て
い
た
か
に
よ
っ
て
、
行
く

先
々
で
の
対
日
感
情
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ

た
。オ
ラ
ン
ダ
、イ
ギ
リ
ス
で
は
特
に
訪
問

反
発
の
行
動
が
随
所
で
見
ら
れ
、
車
列
に

瓶
や
卵
な
ど
が
飛
ん
で
き
た
。10
月
６
日
、

イ
ギ
リ
ス
王
立
植
物
園
で
植
樹
さ
れ
た
杉

の
木
は
翌
日
に
は
切
り
倒
さ
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
取
材
が
や
っ
と
終
わ
っ
て
ほ
っ
と

し
た
と
こ
ろ
に
、
デ
ス
ク
か
ら
新
た
な
指

令
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「
ご
苦
労
さ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
も
う
１

つ
取
材
を
頼
む
。
正
月
の
別
刷
り
に
世
界

の
自
然
保
護
地
域
を
特
集
す
る
。
今
年
国

連
が
募
集
し
て
、
日
本
も
出
し
て
い
る
。

君
は
イ
タ
リ
ア
が
出
し
た
モ
ン
テ
・
ク
リ

ス
ト
島
を
頼
む
」

◆
エ
ル
バ
島
か
ら
の
漁
船
が
エ
ン
ス
ト

（
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
）と
思
い
つ
つ
ボ
ン

か
ら
ロ
ー
マ
へ
。
と
り
あ
え
ず
自
然
保
護

を
所
管
す
る
役
所
を
訪
ね
た
。

「
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
に
行
く
航
路
は

な
い
」と
い
う
の
が
最
初
の
答
え
だ
っ

た
。
し
か
し
、
自
然
保
護
と
い
う
の
は
当

時
、
世
界
的
に
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
だ
っ
た

か
ら
実
に
よ
く
面
倒
を
み
て
く
れ
た
。

「
ま
ず
、
エ
ル
バ
島
に
渡
り
な
さ
い
。

漁
に
出
る
船
が
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
島
の

脇
を
通
る
か
ら
、
便
乗
さ
せ
て
も
ら
い
な

さ
い
」

役
所
の
ボ
ス
は
こ
う
言
っ
て
、漁
船
の
手

配
ま
で
し
て
く
れ
た
。こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ

は
深
夜
に
漁
船
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

船
は
、
次
第
に
波
が
立
ち
始
め
た
沖
合

を
進
ん
で
い
た
が
、
突
然
ポ
ン
と
音
が
し

て
動
か
な
く
な
っ
た
。
同
時
に
激
し
く
左

右
に
揺
れ
、
海
に
投
げ
出
さ
れ
な
い
よ
う

に
ロ
ー
プ
に
し
が
み
つ
く
の
が
精
い
っ
ぱ

い
。
す
る
と
、
船
倉
か
ら
一
人
の
少
年
が

飛
び
出
し
て
き
て
船
長
を
手
伝
い
始
め

た
。
そ
れ
ま
で
暗
い
船
底
で
寝
て
い
た
ら

し
い
。

や
が
て
船
は
立
ち
直
り
、
レ
ー
ダ
ー
に

小
さ
な
島
影
が
映
っ
た
。

夜
が
明
け
る
に
つ
れ
て
島
は
肉
眼
で
も

は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
海
底
火

山
が
海
面
に
突
き
出
し
た
よ
う
な
鋭
い
小

山
を
形
作
っ
て
い
た
。

だ
が
、
島
に
上
陸
し
て
か
ら
も
、
な
ぜ

こ
の
み
す
ぼ
ら
し
い
小
島
が
自
然
保
護
の

候
補
地
な
の
か
不
思
議
だ
っ
た
。

モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
の
影

　
イ
タ
リ
ア
自
然
保
護
区
の
孤
島
へ

�

後
藤

　文
生
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書 いた話　書かなかった話

何
か
の
手
掛
か
り
、
こ
の
島
を
意
味
付

け
る
も
の
と
し
て
は
、ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

デ
ュ
マ
の
小
説『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』

の
中
で
、
重
要
な
役
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世

界
の
話
で
あ
る
。
小
説
の
筋
は
多
く
の
方

が
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
エ
ド
モ

ン
・
ダ
ン
テ
ス
と
い
う
船
乗
り
が
無
実
の

罪
で
投
獄
さ
れ
、長
い
獄
中
生
活
を
送
る
。

そ
の
中
で
高
齢
の
司
祭
に
出
会
い
、
い
ろ

い
ろ
な
教
え
を
受
け
る
。
司
祭
は
死
の
間

際
に
ダ
ン
テ
ス
に
財
宝
を
譲
り
、
そ
の
在

り
か
が
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
島
で
あ
る
と

告
げ
る
。
彼
は
司
祭
と
入
れ
替
わ
っ
て
脱

獄
し
、
財
宝
を
手
に
し
て
モ
ン
テ
・
ク
リ

ス
ト
伯
を
名
乗
り
、
自
分
を
罪
に
陥
れ
た

者
た
ち
に
復
讐
す
る
。

島
の
た
た
ず
ま
い
は
、
実
物
と
小
説
は

異
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に

し
ろ
小
説
は
小
説
、
現
代
社
会
に
直
接
関

わ
り
は
な
い
だ
ろ
う
。

〈
こ
う
し
た
黄
金
や
宝
石
に
手
を
触
れ
、

ふ
る
え
る
手
を
そ
の
中
に
突
っ
込
ん
だ
後

で
、
ダ
ン
テ
ス
は
立
ち
上
が
っ
た
か
と
思

う
と
、
狂
人
の
よ
う
に
体
を
興
奮
に
震
わ

せ
な
が
ら
、
洞
穴
の
中
か
ら
走
り
出
た
。

彼
は
、
海
を
見
渡
す
岩
の
上
に
躍
り
上
が

っ
た
。〉（『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』山
内

義
雄
訳
・
岩
波
文
庫
）

彼
が
島
で
洞
窟
を
発
見
し
、
財
宝
を
手

に
し
た
瞬
間
で
あ
る
。

だ
が
、
島
の
ど
こ
を
探
し
て
も
、
洞
窟

な
ど
は
な
か
っ
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
レ

ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
山
道
を
歩
き
始
め
る

と
、
足
元
の
茂
っ
た
草
が
爽
や
か
な
芳
香

を
放
っ
た
。

「
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ノ
」。
彼
が
草
を
指
し

て
こ
う
言
っ
た
。

し
ば
ら
く
斜
面
を
登
る
と
、
水
を
い
っ

ぱ
い
た
た
え
た
穴
が
あ
っ
た
。
表
面
は
枯

◆
水
場
と
僧
院
を
結
ぶ
足
跡
が･･･

廃
虚
と
い
う
の
は
、
中
世
に
島
に
建
て

ら
れ
た
僧
院
の
跡
で
あ
る
。
信
仰
の
対
象

と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
貢
ぎ
物
が
あ
っ
た

ら
し
い
。
そ
れ
を
狙
っ
た
海
賊
も
頻
繁
に

現
れ
る
。
19
世
紀
初
め
に
は
僧
院
も
な
く

な
り
、
僧
た
ち
が
財
宝
を
埋
め
た
と
い
う

伝
説
だ
け
が
残
っ
た
。
僧
た
ち
は
こ
の
水

場
か
ら
斜
面
に
え
ぐ
ら
れ
た
足
跡
を
た
ど

っ
て
、
僧
院
ま
で
水
を
運
ん
で
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

自
然
と
い
え
ば
、
山
頂
付
近
に
野
生
の

ヤ
ギ
が
生
息
し
て
い
て
、
19
世
紀
半
ば
に

は
こ
れ
を
狙
っ
た
狩
猟
ク
ラ
ブ
が
で
き

た
。
金
持
ち
が
建
て
た
山
荘
が
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
と
な
っ
て
、
一
家
４
人
の
管
理
人
と

例
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
寄
宿
人
と
し
て
住
ん

で
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
５
人
を
除
い
て
島

本
来
の
住
人
と
い
う
の
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

翌
朝
、
山
荘
の
裏
庭
に
あ
る
小
屋
に
案

内
さ
れ
て
、
そ
の
あ
た
り
に
一
家
の
さ
さ

や
か
な
生
活
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
小
さ
な
ツ
ボ
に
は
小
さ
な
イ
ワ
シ
が

塩
漬
け
に
な
っ
て
い
た
。
天
井
に
は
カ
ラ

ス
ウ
リ
の
よ
う
な
ト
マ
ト
が
ぶ
ら
下
が

り
、
半
分
紫
色
に
染
ま
っ
た
ホ
ー
ロ
ー
浴

槽
が
転
が
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
で
ブ
ド
ウ
を
つ
ぶ
し
て
ワ
イ
ン

を
作
っ
て
い
た
ん
だ
」

外
に
は
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
茂
り
、
島
の

周
り
で
一
家
が
釣
り
に
使
う
ボ
ー
ト
が
あ

っ
た
。
そ
の
ボ
ー
ト
で
島
の
周
り
を
一
周

し
て
み
た
。
切
り
立
っ
た
海
岸
線
は
す
ぐ

濃
い
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
海
に
沈
み
、
め
ぼ

し
い
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。

東
京
に
戻
っ
て
原
稿
を
書
い
て
、
そ
れ

で
も
な
お
釈
然
と
し
な
い
気
持
ち
が
残
っ

た
。
も
う
一
度
、
私
は『
モ
ン
テ
・
ク
リ

ス
ト
伯
』を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
つ
い

た
が
、
そ
れ
を
果
た
し
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
随
分
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

小
説
は
岩
波
文
庫
で
全
７
巻
。
そ
こ
で

気
付
い
た
の
は
、
２
巻
目
で
す
で
に
エ
ド

モ
ン
・
ダ
ン
テ
ス
は
財
宝
を
掘
り
出
し
て

い
る
の
だ
。
彼
は
、
そ
こ
か
ら
モ
ン
テ
・

ク
リ
ス
ト
伯
に
変
身
す
る
。
物
語
の
大
半

は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス

ト
島
は
、
た
だ
宝
を
見
つ
け
る
だ
け
の
島

で
は
な
く
、
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
を
生

み
出
す
島
で
あ
り
、
後
の
５
巻
の
土
台
で

あ
る
。

自
然
環
境
と
架
空
の
物
語
は
混
然
一
体

と
な
っ
て
い
て
、
切
り
離
せ
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
だ
。
島
が

自
然
保
護
区
に
な
る
意
味
を
、
モ
ン
テ
・

ク
リ
ス
ト
伯
の
影
に
見
い
だ
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
今
頃
に
な
っ
て
、
そ
う
い
う
視
点

を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な

い
。蛇

足
だ
が
、
翻
訳
者
の
山
内
義
雄
教
授

（
早
稲
田
大
学
）に
、
学
生
時
代
フ
ラ
ン
ス

語
を
教
わ
っ
た
。
先
生
は
す
ご
い
ヘ
ビ
ー

ス
モ
ー
カ
ー
で
、
授
業
中
も
唇
の
端
か
ら

煙
草
を
離
さ
な
か
っ
た
。
鼻
が
煙
で
い
ぶ

さ
れ
て
茶
色
に
染
ま
っ
て
い
た
。

1972年1月1日付別刷り特集（読売新聞社提供）

ローマ

エルバ島

コルシカ島

サルデーニャ島

モンテ・クリスト島

れ
葉
で
覆
わ
れ

て
い
た
が
、
そ

の
下
は
透
明
な

真
水
だ
っ
た
。

穴
の
入
り
口
か

ら
大
き
く
え
ぐ

れ
た
足
跡
が
、

さ
ら
に
上
っ
た

廃
虚
に
ま
で
続

い
て
い
た
。
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リレーエッセ ー

「
日
中
国
交
回
復
は
裏
安
保
」

　角
栄
さ
ん
の
肉
声
の
意
味
と
真
意

小
田

　敏
三（
新
潟
日
報
社
）

に
角
さ
ん
が
口
を
開
い
た
。

「
日
中
の
国
交
回
復
は
裏
安
保
な
ん
だ
。

新
聞
記
者
は
そ
ん
な
こ
と
も
勉
強
し
て
い

な
い
」

34
歳
の
私
は
９
年
目
の
駆
け
出
し
記

者
。
角
さ
ん
は
６5
歳
で
政
界
の
闇
将
軍
。

勉
強
不
足
の
駆
け
出
し
記
者
相
手
に
怒
る

で
も
な
い
、
む
し
ろ
金
権
批
判
ば
か
り
の

日
々
に
や
り
き
れ
な
い
思
い
が
に
じ
ん
で

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
日
米
安
保
に
よ
っ
て
日
本
は
、
国
防

を
米
国
に
任
せ
、
自
分
た
ち
は
経
済
繁
栄

を
享
受
で
き
た
。こ
れ
か
ら
は
分
か
ら
ん
。

米
ソ
関
係
が
悪
い
と
日
本
に
軍
備
の
強
化

を
要
求
し
て
く
る
。
米
国
と
ソ
連（
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
。
１
９
９
１

年
12
月
崩
壊
）、
日
本
と
ソ
連
の
間
に
い

る
中
国
の
数
億
の
民
が
壁
と
な
れ
ば
、
日

本
は
経
済
繁
栄
を
続
け
ら
れ
る
」

「
日
中
は
裏
安
保
」。
角
さ
ん
の
肉
声
の

意
味
と
真
意
を
確
か
め
る
べ
く
私
は
、
池

田
勇
人
元
首
相（
故
人
）の
秘
書
官
だ
っ

た
伊
藤
昌
哉（
故
人
）さ
ん
の
元
に
走
っ

た
。
日
中
国
交
回
復
交
渉
の
際
、
田
中
首

相
に
同
行
し
た
外
相
が
大
平
正
芳（
元
首

相
・
故
人
）さ
ん
で
あ
り
、
大
平
さ
ん
の

師
は
池
田
元
首
相
で
あ
る
。

伊
藤
さ
ん
は
聞
く
な
り「
本
当
に
角
さ

ん
が
そ
う
言
っ
た
の
か
」。
信
じ
ら
れ
な

い
と
ば
か
り
に
何
度
も
念
を
押
さ
れ
た
。

「
一
字
一
句
本
当
で
す
」と
言
う
と
、
感

慨
深
そ
う
に
語
り
始
め
た
。

「
池
田
が
大
平
に
ず
っ
と
言
い
続
け
て

い
た
話
だ
よ
。
日
本
が
敗
戦
か
ら
立
ち
直

り
、
経
済
繁
栄
を
成
し
遂
げ
た
ら
、
い
ず

れ
米
国
か
ら
軍
備
の
増
強
を
迫
ら
れ
る
。

そ
の
前
に
中
国
と
の
国
交
正
常
化
が
大
事

だ
、
と
な
」

何
度
も
何
度
も
う
な
ず
き
な
が
ら
伊
藤

さ
ん
。「
そ
う
か
。
大
平
の
知
恵
と
田

中
の
決
断
が
あ
っ
て
こ
そ
、
日
中
国
交

回
復
は
成
し
遂
げ
ら
れ
た
ん
だ
な
」

角
さ
ん
の「
功
」と「
罪
」が
語
ら
れ

る
と
き
、
い
つ
も
思
い
出
す
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
ひ
と
つ
だ
。

「
日
中
裏
安
保
論
」か
ら
１
カ
月
後

の
10
月
12
日
、「
懲
役
４
年
、
追
徴
金

５
億
円
」の
実
刑
判
決
が
出
さ
れ
た
。

私
は
言
い
渡
し
の
瞬
間
を
間
近
で
見

た
。
こ
め
か
み
が
ピ
ク
リ
と
動
き
、
ギ

ュ
ッ
と
握
り
し
め
た
拳
が
み
る
み
る
赤

み
を
増
す
。
被
告
席
に
戻
る
際
、
記
者

席
に
向
け
た
鋭
い
眼
光
は
怒
気
を
含
ん

で
い
た
。

１
９
８
４（
昭
和
59
）年
６
月
、
角
さ

ん
は
新
潟
日
報
の
６
時
間
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
じ
た
。雑
談
に
な
っ
た
と
き
だ
。

「
い
い
か
！
　
将
来
、
事
を
成
す
に

は
広
大
な
る
中
間
地
帯
を
つ
く
れ
。
本

当
の
味
方
は
せ
い
ぜ
い
２
人
。
地
獄
の

釜
は
狭
い
ん
だ
。
敵
は
１
人
で
も
少
な

く
し
ろ
」

自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
、
ま

く
し
立
て
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。（

お
だ
・
と
し
ぞ
う
　
代
表
取
締
役
社
長
）

次
号
は
富
田
詢
一
さ
ん（
琉
球
新
報

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

「
印
象
に
残
る
世
界
の
指
導
者
は
？
」

私
の
質
問
に
田
中
角
栄
元
首
相
、
角

さ
ん
は
間
髪
入
れ
ず
答
え
た
。「
周
恩

来
だ
」。「
ど
ん
な
点
に
で
す
か
？
」と

た
た
み
か
け
る
と「
官
僚
を
束
ね
ら
れ

る
政
治
家
だ
」。

１
９
８
３（
昭
和
58
）年
９
月
。東
京
・

目
白
の
田
中
角
栄
邸
応
接
間
。
い
つ
も

の
よ
う
に
午
前
11
時
45
分
、
早
朝
か
ら

の
陳
情
時
間
が
終
わ
っ
た
。
私
も
帰
り

支
度
を
し
て
い
た
と
き
、
偶
然
に
最
後

の
客
を
玄
関
先
に
送
り
に
出
て
き
た
角

さ
ん
か
ら
声
が
掛
か
っ
た
。「
飯
食
っ

て
い
け
。
店
屋
物（
出
前
）で
い
い
か
。

チ
ャ
ー
ハ
ン
が
い
い
な
」。
思
い
も
よ

ら
ぬ
誘
い
。
そ
れ
か
ら
１
時
間
、
幸
運

な
２
人
き
り
の
昼
食
と
な
っ
た
。
だ
が

角
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
１
カ
月
後
に
５

億
円
受
託
収
賄
罪
に
問
わ
れ
た
ロ
ッ
キ

ー
ド
事
件
の
一
審
判
決
が
迫
る
、
緊
迫

し
た
時
だ
っ
た
。

食
事
を
取
り
な
が
ら
、
問
わ
ず
語
り

周恩来中国首相に迎えられ、握手を交わす田中角栄
首相（１９７２年９月２５日／北京・人民大会堂／新潟日報社提供）
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■
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
―

国
際
ス
ク
ー
プ
の
舞
台
裏

澤
　
康
臣
（
共
同
通
信
社
特
別
報
道
室
次
長
）

■
わ
け
あ
り
記
者
　
過
労
で
ウ
ツ
、
両
親

の
ダ
ブ
ル
介
護
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

罹
っ
た
私

三
浦
　
耕
喜
（
中
日
新
聞
社
生
活
部
）

■
戦
略
の
地
政
学
　
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
VS
シ

ー
パ
ワ
ー

秋
元
　
千
明

（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
　
Ｊ
ａｐ
ａｎ
所
長
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

■
香
害
　
そ
の
ニ
オ
イ
か
ら
身
を
守
る
に
は

岡
田
　
幹
治
（
朝
日
新
聞
出
身
）

■
白
兎
で
知
る
ロ
シ
ア
　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

か
ら
プ
ー
チ
ン
ま
で〈
増
補
版
〉

小
林
　
和
男
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

■
美
智
子
さ
ま
に
学
ぶ
エ
レ
ガ
ン
ス

渡
邉
　
み
ど
り
（
日
本
テ
レ
ビ
出
身
）

各
国
記
者
の
挑
戦
と「
日
本
の
壁
」　
国

も
会
社
も
違
う
記
者
が
手
を
組
み
不
正
を

暴
く
、
国
際
調
査
報
道
。
そ
の
現
場
は
こ

う
な
っ
て
い
る
―
。
世
界
の
記
者
や
メ
デ

ィ
ア
関
係
者
ら
70
人
が
登
場
し
、
最
新
取

材
テ
ク
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
思
い
を

語
る
本
。
パ
ナ
マ
文
書
報
道
最
大
の
危

機
、
ア
フ
リ
カ
に
浸
透
し
た
マ
フ
ィ
ア
を

追
う「
イ
タ
リ
ア
・
ア
フ
リ
カ
各
国
記
者

連
合
」の
活
躍
、
中
国
２
０
０
０
年
代
の

「
調
査
報
道
の
春
」の
終
焉
、
記
者
が
記

者
を
教
え
る
米
国
の
特
ダ
ネ
教
室
…
そ
し

て
国
内
の
調
査
報
道
記
者
を
阻
む「
日
本

の
壁
」の
正
体

も
明
ら
か
に
す

る
。

岩波新書
９２９円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書

「
わ
け
あ
り
」を
抱
え
て
生
き
る
全
て
の

人
へ
　
夜
討
ち
朝
駆
け
、
事
件
・
政
局
で

は
三
カ
月
は
休
み
な
し
…
メ
デ
ィ
ア
に
お

い
て
も
、
そ
ん
な
働
き
方
は
そ
ろ
そ
ろ
限

界
で
す
。
人
も
い
て
経
費
も
ハ
イ
ヤ
ー
も

使
い
放
題
、
携
帯
も
な
か
っ
た
時
代
の
自

慢
話
で
は
、
も
は
や
説
得
力
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
意
義
あ
る
仕
事
を
苦
役
に
す
る
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー
上
司
が
い
ま
す
。
見
渡
せ
ば
、
介

護
や
子
育
て
で
き
り
き
り
舞
い
の
人
ば
か

り
。
病
と
の
闘
い
も
深
刻
で
す
。「
わ
け

あ
り
人
材
」を
ど
う
活
用
す
る
か
。
拙
著

が
共
に
考
え
る

き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま

す
。

高文研
１６２０円

地
政
学
で
読
み
解
く
世
界
　
集
団
的
自
衛

権
、
北
朝
鮮
核
問
題
、
日
本
の
安
全
保
障

論
議
は
意
見
の
幅
が
非
常
に
広
い
。
武
力

を
行
使
し
て
で
も
世
界
に
貢
献
せ
よ
と
の

意
見
も
あ
れ
ば
、
非
武
装
こ
そ
真
の
平
和

主
義
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
大
戦
後
、
日

本
の
針
路
に
つ
い
て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

な
い
ま
ま
大
国

に
成
長
し
て
し

ま
っ
た
か
ら

だ
。
い
く
ら
欧

州
の
小
国
に
憧
れ
て
も
、
１
億
人
の
人
口

と
経
済
力
を
抱
え
る
日
本
に
は
、
は
じ
め

か
ら
大
国
と
し
て
の
生
き
方
し
か
な
い
。

日
本
の
未
来
を
考
え
る
と
き
、
地
政
学
が

役
に
立
つ
。

ウェッジ
１７２８円

「
香
害
」の
実
態
・
原
因
・
対
策
を
網
羅 

　
身
の
回
り
に
香
り
つ
き
商
品
が
あ
ふ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
放
散
さ
れ
る

微
量
の
化
学
物
質
に
よ
っ
て
深
刻
な
健
康

被
害
を
受
け
る
人
が
急
増
し
て
い
る
。
こ

れ
が「
公
害
」な
ら
ぬ「
香
害
」だ
。

　
本
書
は
、
よ
う
や
く
新
聞
や
テ
レ
ビ
が

報
道
し
出
し
た
こ
の
問
題
を
、
初
め
て
正

面
か
ら
取
り
上
げ
、
Ｃ
Ｍ
を
見
て「
便
利

そ
う
」と
思
っ
て
買
っ
た
商
品
が
、
し
ば

し
ば
使
う
人
自
身
や
周
囲
の
人
た
ち
の
健

康
を
損
ね
る
こ
と
、そ
の
原
因
は
、ご
く
微

量
の
化
学
物
質
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
本

を
参
考
に
、
家

族
の
健
康
を
守

っ
て
ほ
し
い
。

金曜日
１５１２円

ロ
シ
ア
を
教
え
て
く
れ
る
白
兎
　
日
ロ
首

脳
会
談
の
共
同
会
見
を
聞
い
て
も
成
果
の

ほ
ど
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
大
統
領

の
行
動
も
日
本
的
な
常
識
を
越
え
る
か

ら
、
ロ
シ
ア
は
ま
す
ま
す
嫌
わ
れ
る
。
長

年
ロ
シ
ア
に
暮
ら
し
て
、
ロ
シ
ア
理
解
に

役
立
つ
法
則
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ

れ
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
首
脳
会
談
の
中

身
で
も
正
し
く
推
測
で
き
る
。
ロ
シ
ア
人

と
表
も
裏
も
あ
る
付
き
合
い
の
具
体
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
そ
の
法
則
を
紹
介
し
た

の
が
本
書
。
白
兎
と
は
何
だ
？
　
ロ
シ
ア

の
し
ぶ
と
さ
、
嫌
ら
し
さ
、
そ
し
て
面
白

さ
を
教
え
て
く

れ
る
動
物
で

す
。

かまくら春秋社
１６２０円

日
本
で
最
も「
エ
レ
ガ
ン
ス
」を
身
に
付

け
た
女
性
　
気
品
、
人
間
の
品
格
こ
そ
が

「
エ
レ
ガ
ン
ス
」だ
。
皇
后
美
智
子
さ
ま

の
装
い
や
立
ち
居
振
る
舞
い
、
笑
顔
、
お

言
葉
か
ら
感
じ
る「
エ
レ
ガ
ン
ス
」の
源

に
は
、「
お
相
手
を
思
い
や
る
心
」が
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
国
民
か
ら
の
尊
敬
を
集

め
、
愛
さ
れ
る
存
在
な
の
だ
ろ
う
。
美
智

子
さ
ま
は
、
日
本
人
が
、
今
だ
か
ら
こ
そ
、

お
手
本
に
し
た
い「
エ
レ
ガ
ン
ス
」を
多

く
持
っ
て
い
ら
れ
る
。
そ
の「
エ
レ
ガ
ン

ス
」の
秘
密
を
、
お
写
真
と
と
っ
て
お
き

の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
共
に
お
伝
え

す
る
１
冊
。

学研プラス
１５１２円
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　テレビもメディアも、そして世界も
激変の時代です。取材・制作現場で心
ときめいた感動を忘れず、内外の動き
についていきたいと願います。

浅
あさ

井
い

　賢
けん

二
じ
1977年名古屋テレビ放送入社。
ANNワシントン特派員、報道局長、
代表取締役専務など。現在、同社
顧問。

　新しい時代に出版社の新しいビジネ
スモデル構築を目指す。同時に、「志」
のあるジャーナリスト活動を続けたい
と考えています。

佐
さ

藤
とう

　章
あきら 1981年朝日新聞入社。東京・大阪

両本社経済部、アエラ、週刊朝日
各編集部、ジャーナリスト学校主
任研究員などを務め７月退社。現
在、五月書房新社取締役・編集委
員会委員長。

　広報担当としてメディアと接するよ
うになり、むしろ報道の在り方に関心
を持つようになった。逆サイドからの
視点で報道を考える場にしたい。

廣
ひろ

瀬
せ

　千
ち

秋
あき 1992年産経新聞入社。大阪本社編
集局編集長、九州総局長、東京本
社営業局長、日本工業新聞専務取
締役などを務め2016年退社。現在、
国際医療福祉大学理事。

情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

新しいOB会員

■セミナー「ジェンダーとメディア」
　主催：朝日新聞ジャーナリスト学校
　「メディアスポーツとジェンダー」「ジェンダ
ーガイドブック～新聞社の取り組み」などの講
演後、「ステレオタイプを超えて」と題したパネ
ル討論が開かれ、宮﨑真佐子TBSプロデューサ
ー、大門小百合ジャパンタイムズ執行役員編集・
デジタル事業担当ら４人が意見を交わした。約
100人が出席。（9.9　10階ホール）

■第29回高松宮殿下記念世界文化賞
　受賞者発表会見
　日本美術協会が1988年に創設。絵画、彫刻、建
築、音楽、演劇・映像の各分野で世界的に顕著な
業績をあげた芸術家に毎年授与されている。9
月12日の世界同時発表に先駆けて、同賞の国際
顧問を務める中曽根康弘元首相、清原武彦元産
経新聞会長らが出席し会見した。受賞者は同賞
公式サイト（http://www.praemiumimperiale.org/
ja/）に。（9.11　会見場）

■農政ジャーナリストの会 月例勉強会
　9月例会は「社会のために獣医師にできるこ
と～小動物医療の現状と課題から～」と題して
太田亟慈犬山動物総合医療センター代表が講演
した。（9.12　大会議室）

■デジタルメディアセミナー・パネル討論
　主催：日本新聞協会
　デジタルメディアの技術革新が進む中で、新
聞・通信社の情報発信やビジネスがどうあるべ
きか。藤代裕之法政大准教授、藤村厚夫スマー
トニュース執行役員、苅田伸宏ヤフーニュース
編集部長、平栗大地朝日新聞デジタル編集長が
登壇し、ネットニュースの質向上と信頼回復に
ついて議論した。（9.14　10階ホール）

■新聞通信調査会月例講演会
　山田惠資時事通信社解説委員長が「政治の現
状と展望」をテーマに講演した。（9.15　会見場）

■読売テクノ・フォーラム研究交流会
　読売テクノ・フォーラムが会員を対象にした
講演会。東京医科歯科大学の川島健嗣教授が、
手術支援ロボットの研究開発について話した。
約50人が出席。（9.25　会見場）

■第46回「都市問題」公開講座
　主催：後藤・安田記念東京都市研究所
　「自治体の『人手不足』をどう乗り越えるか」を
テーマに上林陽治地方自治総合研究所研究員、
平野公三岩手県大槌町長らが議論した。
　自治体の総職員数は経済・財政の停滞を受け
た定員抑制が続いている。特に一般行政部門で
は対94年比で22％と大幅に減少している。（9.30　
10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBによる定例の勉
強会。齋藤健農水相（9.6）、若狭勝衆院議員（9.13）、
小野寺五典防衛相（9.21）、大島敦民進党幹事長
（9.27）を招いた。

■会議報告
●第386回会報委員会（9.7　大会議室）
　８、9月号について意見交換した後、10月号
の編集について協議した。
出席　小林委員長、梅原、高橋、草間、仙石、
大寺、長友の各委員。
●第477回企画委員会（9.12　会見場）
　新委員の出川展恒NHK解説委員（旧・山﨑登
氏）と、9月末で退任する山本勇二委員があい
さつした後、記者研修会（8.7、8）、新潟取材団（8.9）、
民進党代表候補討論会（8.22）、中国取材団（7/24
～ 31）について、それぞれ担当委員が報告した。
今後のゲスト選考を行ったほか、「2018年経済
見通し」研究会担当委員を委嘱した。
出席　西村委員長、坪井、上田、橋本、鶴原、実、
山崎（浩）、今井、別府、小川、榊原、川上、山田、
木村、友安、山本、宮内、島田、竹田、出川、
川戸、播摩、小栗、川村、福田の各委員。
●第481回会員資格委員会（書面）
　10月１日付の入会を審議し理事会に答申した。
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会クラブの電話　ダイヤルイン

会員の新刊書を紹介します

原稿をお寄せください
　会員の皆さまが出版された本を「マイBOOK　
マイPR」で紹介しています（17㌻参照）。200字
程度で内容や狙いをおまとめください。お問い
合わせは下記までお願いします。
担当：青山幹史　電話：03-3503-2729
メール：aoyama@jnpc.or.jp

メールアドレスの登録をお願いします

　会合のご案内はメールで受信されるのが便利
です。急な日時の変更・中止など、はがきで間
に合わないお知らせも､ メールではすぐにお届
けできます。お名前を明記したメールを下記の
アドレスにお送りください。OB会員の皆さまに
もご協力をお願いします。
メール：kaiken@jnpc.or.jp

コピー機精算 プリぺイドカードが便利です

　ラウンジのコピーはプリペイドカードで精算
できます。カードは110枚が1000円、220枚分が
2000円の2種類で、どちらも現金精算よりも１
割お得です。このカードは受付で販売しています。

＜訃報＞
　近藤健会員（毎日新聞出身、84歳）が８月31日
に死去されました。謹んでお悔やみ申しあげます。

会見参加は事前にお申し込みください

　会見場の設営や資料の準備は申し込み人数を
参考にしていますが、最近、用意した席や資料
が足りなくなることが増えています。前日まで
にお申し込みいただくようご協力ください。下
記のほかホームページからも登録できます。
メール：kaiken@jnpc.or.jp
FAX：03-3503-7271　TEL：03-3503-2722

今後の行事予定（10/2現在）

19㊍

14：45 ～ 16：00　9階会見場
研究会「トランプ政権と米国の行方」⑪
ブルース・ストークス・米ピュー・リサーチセンター
国際経済世論調査部ディレクター

23㊊
15：00 ～ 16：00　10階ホール
「チェンジ・メーカーズに聞く」㉓
高島宏平・オイシックスドット大地社長

特製きりたんぽ鍋がおすすめです

11月13日（月）～ 24日（金）
　毎年好評いただいている「きりたんぽ鍋」を、
10日間限定（土曜日は除く）で今年も提供しま
す。産地直送で比内地鶏を仕入れ、アラスカ特
製のだし汁で調えます。お一人2,500円で、お二
人からお受けします。必ずご予約（03-3503-
2723）をお願いします。

忘年会、新年会は個室でお楽しみください

12月1日（金）～1月31日（水）
　社内の忘年会や新年会に、お手ごろなプラン
をご利用ください。お一人3,240円（洋食８品と
すし、そば）で、1,404円をプラスして2時間の飲
み放題にすることもできます（別途、部屋代がか
かります）。ご予約は03-3503-2724へ。

お集まりには貸室を　空き状況はウェブサイトで

　ラウンジは少人数でのご利用をお願いしてい
ます。大勢の場合はお部屋をご利用ください。
空き状況は日本記者クラブのウェブサイトで確
認することができます。
　「施設利用案内」から「空室確認」を選ぶと貸室
（9階小・大会議室、会見場、10階ホール）の空
き状況が表示され、１年先まで参照できます。
　クラブ貸室には「直前割引」もあります。利用
日から１週間以内の予約は室料が半額になるサ
ービスですので、急な会場探しにご活用くださ
い。ご利用の当日でも空きがあれば同様にお使
いいただけます。
　詳しくはラウンジ受付のフロアマネジャー
（03-3503-2724）にお問い合わせください。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　長月懐石（11/2まで）

　先付：秋刀魚寿司、衣かつぎ　お椀：土瓶蒸し
造り：三点盛り　焼物：魳雲丹焼き　煮物：山菜
豆腐　揚物：きのこ天ぷら　食事：松茸ご飯　水
菓子：季節の果物　グラス冷酒付き（5,400円）
 （板長：大井由光）

洋食　季節のコース（11/4まで）

　ノルウェーサーモンのサラダ仕立て、いろいろ
きのこ入りコンソメスープ、シェフ特製タンシチ
ュー・秋の温野菜添え、クープドマロン、パン、
コーヒー付き（3,564円）。ランチ、ディナー（土曜
日はランチのみ9階レストラン）ともにご利用いた
だけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

会員現況 ⃝法人会員：133社　⃝基本会員：744人　⃝個人会員：1,260人
⃝法人・個人賛助会員：62社・137人　⃝特別賛助会員：104人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：124人 計：195社・2,380人

委員長＝小林　毅
委　員＝梅原　季哉　大寺　廣幸　勝沼　直子
　　　　草間　嘉幸　小池　敏夫　河野　博子
　　　　仙石　伸也　高橋　雅哉　長友佐波子
　　　　吉岡　政道

（事務局：本庄五月　青山幹史）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271
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撮影：今
いま

泉
いずみ

　慶
けい

太
た

（中日新聞社写真部）

愛知県西部ではこの日、大気が不安定な状態になり各地で雷が発生。夜空に稲妻が光りごう音が響いた
＝８月22日、愛知県豊山町の県営名古屋空港

写 真 回 廊

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
は
ど
こ
に
転
が
っ
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
。
掲
載
写
真
を
撮
っ
た
今
泉
記
者
の
場
合
、
別
件
の

空
撮
で
社
機
の
格
納
庫
に
行
っ
た
が
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、
フ

ラ
イ
ト
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
格
納
庫
の
扉
を
少
し
開

け
て
み
る
と
す
さ
ま
じ
い
稲
光
。
迷
わ
ず
三
脚
を
立
て
た
。

　
異
常
気
象
が
常
態
化
し
て
い
る
が
、
日
常
生
活
で
恐
怖
を

感
じ
る
の
は
雷
だ
。
稲
妻
が
光
る
だ
け
で
身
が
す
く
む
。
し

か
し
、落
雷
に
よ
る
死
者
は
年
間
総
計
20
人
程
度
と
少
な
い
。

　
空
前
の
落
雷
死
亡
事
故
と
い
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
50
年
前
の

１
９
６
７
年
８
月
１
日
に
起
き
た
、
長
野
県
松
本
深
志
高
校

の
生
徒
が
北
ア
ル
プ
ス
西
穂
高
岳
の
独
標
を
集
団
登
山
中
に

落
雷
に
遭
い
11
人
が
死
亡
、13
人
が
負
傷
し
た
事
件
で
あ
る
。

　
当
時
、
各
社
は
夏
と
冬
に
上
高
地
に
記
者
を
駐
在
さ
せ
て

お
り
、
一
報
を
受
け
る
と
西
穂
に
直
行
し
た
。
入
社
２
年
目

の
筆
者
も
上
高
地
駐
在
だ
っ
た
が
、
当
日
は
単
独
で
奥
穂
高

岳
に
登
山
中
。
頂
上
直
下
で
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、
下
山
し
か

け
る
と
西
穂
方
面
が
騒
々
し
い
。
あ
わ
て
て
西
穂
高
岳
に
登

り
直
し
た
が
、
他
社
の
よ
う
に
現
場
に
行
き
つ
け
な
い
。
シ

ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
下
山
者
か
ら
写
真

を
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
中
に
岩
場
に
生
徒
と
何
体
も
の
遺
体
が
一

緒
に
写
る
１
枚
が
あ
っ
た
。
特
ダ
ネ
写
真
だ
と
し
て
一
面
７

段
の
破
格
の
扱
い
と
な
っ
た
。
今
な
ら
ば
絶
対
に
紙
面
化
で

き
な
い
類
い
の
生
々
し
過
ぎ
る
写
真
だ
。
半
世
紀
で
写
真
に

対
す
る
考
え
方
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
番
変
わ
っ
た
の
は
ス
マ
ホ
の
普
及
で「
だ
れ

で
も
カ
メ
ラ
マ
ン
」時
代
に
な
っ
た
こ
と
。
報
道
写
真
で
ス

マ
ホ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
の
差
異
化
、
差
別
化
を
ど
う
図
る
か
。

実
は
難
問
だ
。�

（
長
﨑
　
和
夫
）

報
道
写
真

　今
と
昔
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